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今

年
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第
29
回 ち っ ご 泰
と き :9月 12日住110:00～ 22:00
ところ :」R羽犬塚駅前一帯

ちっご祭事務局 (商工観光課内)

858望111内線211

に

や

が

り

汝

題

雄

筑後市最大の市民祭り「ちっご祭」がやって来ます。

今年のテーマは“ちっご・にぎやかカーニバル (ちんどん。大道芸

人大集合)"です。プロや素人のちんどん屋 ,大道芸人が会場のあち

こちで祭りを盛り上げます。

さあ、あなたもいろんな催しに参加して、また、ちんどん屋になっ

て、楽しい一日を過ごしましょう。           |

顔見せ六行列

014:00～
従来のパレードを一新。ちんどん屋・

大道芸人のほか、装飾を施した団体のユ

ニークなデモンヌトレーンヨン。

やがり彰んのノ,ラオケ六会
019:oo～
一般参加によるカラオケ大会です。ただし、歌

唱力より演技や衣装といつたノリ重ネ見のコンテヌ

トです。

「モリマン」シa―
020:00～
テレビであなじみの人気タレット「モリマン」

がやつてきます。ブラウン管で見る以上のあ笑い

パフオーマンヌが見られるかも一。
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螂 立 tオi電

星獣戦隊ギンガマンショー
O ①10:30～ ②13:00～
テレビのヒー□―「ギッガマツ」が、

筑後市に現れた悪の軍団と大決戦。

サイツ会もあります。

空
手
選
手
権

u

３
オ
ン
３
六
会

（
Ｖ

‐２

“
００
～

飛
び
入
り
参
加
を

募

っ
て
ス
ト
リ
ー
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
。
賞
品

も
あ
り
ま
す
よ
。

か
ご
が
き

珍
道
中

Ａ
Ｖ

“

”
００
～

「
顔
見
せ
大
行
列
」

應
参
加
し
た
団
体
な

ど
の
、
衣
装
や
パ

フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
う

コ

ン
ク
ー
ル
。

総
お
ど
り

Ａ
）
２０

¨
３０
～

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
。
訪
れ
た
人

た
ち
を
巻
き
込
み
な

が
ら
く
歩
行
者
天
国

は
踊
り
の
輪
で
い
っ

ば
い
に
。

(10:00～ 22:00)

社

醐
Υヽ
／会場

Ａ
Ｖ
‐３

・
００
～

迫
力
滴
点
の
カ
ラ
テ
や
キ

ッ
ク
ボ
ク
ン
ン
グ
の
真
剣
勝

負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

護
身
術
な
ど
の
模
範
演
技
も

披
露
。

イエー

炎
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
甘判
Ｗ
３０～

６
枚
の
ボ
ー
ド
と
、
サ
ツ
カ
ー
ボ
ー
ル
で
蹴
り
落
と
す
ゲ

ー
ム
。
ン
ュ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
心
理
状
態
が
カ
ギ
を
に

ぎ
り
ま
す
。
全
て
落
と
し
た
人
に
は
景
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

郵便局
同
ロ
　
ス
テ
ー
ジ

前会場
国
道
２
０
９
号
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歩行碧

宿場の森屋

素八ちんどんコンクーん

3人以上でチームをつくり、楽器演奏やパフォーマンスで勝負 (音楽は

テープでも可)。 出場希望者には、練習用にプロのちんどん屋のビデオテ

ープやCDの貸し出し、プロの演技指導があります。

<賞金>ちんどん大賞=20万円 衣装大賞=10万円 口上大賞=8万 円ほ
か、多数の賞を準備

※全チームに参加賞として3万円を差し上げます

素八六道芸aンクー′し

参加チームの人数や内容などは問いません。

<賞金>大道芸大賞=5万円ほか、多数の賞を準備しています
※全員に参加賞1万円を差し上げます

にやがり彰んのカラオケ六会

伴奏用カラオケの入ったカセットテープを持参し、 3分か2コーラス以

内で歌とパフォーマンスを披露してもらいます。

<賞金>にやがりもん大賞=5万円ほか多数の賞を準備
顔見せ六行列

地域や企業、団体などでグループをつくり、仮装したり、パフォーマン

スをしたりして参加してもらいます。

ちんどん、かごかき珍道中などを一緒に催します。

<賞金>参加賞のほか、審査による賞金も用意します

がご倉き珍道中

3人以上で組をつくり、顔見せ大行列の中でアピールしてもらいます。

<賞金>が加賞のほか、審査による賞金があります

総おとり

地域や企業・団体などのグループで申し込んでください。

8月 下旬に踊りの指導会を開きます。

<曲目>筑後音頭、炭坑節ほか全3曲

″マチa″パントライブ

グループ単位で申し込んでください。演奏時間は25分程度です。音楽の

ジャンルは問いません。

申し込み多数の場合は、ちっご祭実行委員会で選考します。

宿場の茶屋

飲食、物産、お遊びなどの模擬店を開きたい人はぜひどうぞ。

<時間>午前10時～午後10時

<売場>1コマ=2間 Xl間半のテント

<コマ代>同実行委員会関係者=1万円

市内に住んでいるか勤めている人=1万 5,000円

そのほかの人=2万円
出店者には出店許可証を交付します。これを持参しないと出店できませ

ん。また、ごみの分別収集や回収が義務づけられます。

※申し込み多数の場合は、同実行委員会で決定します

申し込み・問い合わせ

8月 14日④までにちっご祭事務局ヘ

ちんどん・六道芸人シa―
0会場全体 10:00～
全国各地から集まつたプロのちんどん屋やヌト

リートパフオーマーたちが、会場のあちこちで自

慢の云を披露します。

素人芸人も加わり、会場じゆうが興奮と笑いの

渦に…。

第1回素人ちんどん・六道芸コンクー′し

0会 場全体 15:30～

素人、即席云人のみなさんが、道流しや各会場

のヌテープで芸を披露。

今回の祭り最大の呼び物イベツトです。

●
υ

〕

堀川レ スヽ

味自慢の飲食街が会場

に出現。遊戯コーナー

もありますよ。

3o～ 15:

「′。

∫
Oο
プ

う

つ

識訪通り

人
力
車

０

１１
誌
～

祭
り
会
場
内
を
あ
な
た
を
乗
せ

た
人
力
車
が
闊
歩
。
記
念
写
真
を

バ
チ
リ
。

″
マ
チ
ュ
″
バ
ン
ト
ラ
イ
ブ

０

‐８
・
００
～

羽
犬
塚
駅
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菓率低下に歯よあ::::改正公職選挙法:

広 報 ち く ご
下F成 10年 8月 1日

▲

所のみカッコ書きがついています。カッコ内の数字=比例区―選挙区)

▲請求者 (平成9年度)▲ 情報公開の利用状況

６
月
２５
日
に
公
示
さ
れ
た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
７
月
１２
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

議
員
定
数
が
３
人
か
ら
２
人
に
減

っ
た
福
岡
選
挙
区
で
は
、
８
人
の
候
補
者

が
議
席
を
争
い
ま
し
た
。
ま
た
、
比
例
代
表
区
で
は
、
１４
の
政
党
な
ど
が
名
簿

の
届
出
を
し
、
支
持
を
訴
え
ま
し
た
。

不
在
者
投
票
の
要
件
緩
和
や
時
間
延
長
、
投
票
日
の
時
間
延
長
な
ど
、
改
正

公
職
選
挙
法
施
行
後
初
の
選
挙
と
な

っ
た
筑
後
市
で
は
、
こ
の
改
正
制
度
を
う

ま
く
利
用
す
る
有
権
者
の
み
な
さ
ん
の
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

市
民
参
加
の
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

「知
る
権
利
」

を
保
障
し
よ
う
と
、
市
は

「情
報
公
開
制
度
」
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
市
が
も

つ
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
を
守
ろ
う
と

「個
人
情
報
保
護
制
度
」
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
の
制
度
は
、　
一
見
相
反
す
る
も
の
の
よ
う
で
す
が
、
市
が
も

っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
正
し
く
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
制
度
で
、

こ
れ
ら
を
う
ま
く
取
り
扱

っ
て
い
く
こ
と
で
情
報
は
、
よ
り
価
値
あ
る
も
の
と

な
る
の
で
す
。

情
報
公
開
制
度

申
請
は
情
報
を
も
つ
課
ヘ

‐・ ヽ・
コ i導
・
ヽ
・
コ
・
単
・
単 1‐・ ―・ コ・

●

公
開
し

て
い
る
情
報
と
は
、
市
が
保

管
し

て
い
る
文
書
な
ど

で
、
情
報
を
も

っ
て
い
る
各
課
が
受
付
窓

口
で
す
。

知
り
た
い
も

の
が
ど

の
課
に
あ
る
の

か
わ
か
ら
な
い
時
は
、
総
務
課

へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

情
報
は
、
直
ぐ

に
公
開

で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
申
請
か

ら
・４
日
以
内
に

「公
開
」
か

「非
公
開
」

か
の
通
知
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

★
手
数
料

閲
覧

＝
１
件
に

つ
き
２
０
０
円

複

写
Ｈ
ｌ
枚
に

つ
き
３。
円

０

異
議
申
立
て

市
が
公
開

で
き
な
い
と
判
断
し
た

こ

と
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
場
合
、
通
知

を
受
け
取

っ
て
か
ら
３。
日
以
内
に
異
議

申
立

て
を
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問 合 せ

筑後市選挙管理委員会

853-4111内線131

投  票  所 有権者数 投票者数 投票率

市  全  体 35,579人
20,979人
(△3) 58.96%

羽犬塚小学校 3,253 1,829 56.23

松 原 小 学校 4,361 2,450 56.18

藤 島 公 民館 1,938 lkを
33

.42
06)
６３
知

和泉中公民館 1,064 685 64,38

筑 後 小 学校 3,438 佃
2 59.89

(△003)

前津 公 民館 1,751 980
(△ 1)

55。 97
(△006)

古 川 小 学校 2,377 1,395 58.69

水 田小 学校 3,367 2,063 61.27

水洗 小 学校 2,706 1,566 57.87

下 妻 小 学校 1,579 949 60.10

古 島 小 学校 1,377 860 62.45

, 小 学校 2,334 1,427 61.14

西牟田小学校 2,475 1,493 60.32

筑後北小学校 3,559 1,994 56.03

年度
閲   覧 写しの交付

計 公 開 分離公開非公開 計 公 開 分離公開非公開

平
成
８

件
　
数

46 44 0 2 14 14 0 0

平
成
９

件
　
教
16 15 1 0 16 15 1 0

区   分 人数

合  計 16

市  民 9

市内の法人等 4

市内への通勤者 1

市内への通学者 0

市 内納 税 者 0

利 害 関係 者 2

(4)



候補者 市内 県全体 候補者 市内 県全体

亀元
由紀美

498 60,349
吉男

中本寸 468 45,852

豊 臣

津野 1,880 297,861
一枝

藤 田 4,816 414,421

種部

静子
293 38,115

弘友

和夫
5,815
9
628,438

吉村
岡Jラ(貞Б

6,202 575,439
③

陽彦

斎藤 127 14,979

平成 10年 8月 1日広 報 ち く ご

う

う

筑
後
市
の
当
日
有
権
者
数
は
３
万
５
、

５
７
９
人

（女
Ｈ
ｌ
万
８
、
９
８
５
人
・

男
＝
１
万
６
、
５
９
４
人
）
、
投
票
者

数
は
２
万
９
７
９
人

（女
Ｈ
ｌ
万
１
、

３
１
０
人

・
男
＝
９
、
６
６
９
人
）
で
、

投
票
率
は
５８
。
９６
甜

（女
Ｈ
５９
。
５７
甜

・

男
＝
５８

・
２７
ｒ
）
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
７
年
の
前
回
参
院
選
の

吉
村
氏
と
弘
友
氏
が
当
選

)

８
時
ま
で
に
投
票
に
訪
れ
た
人
は
４
、

０
３
５
人

（女

。
２
、

２
２
７
人

・
男

Ｈ
ｌ
、

８
０
８
人
）

で
、
投
票
者

の
１９

．
２３
４

が

こ
の
時
間
帯
を
利
用
し
た

こ

と
に
な
り
ま
す
。

県
全
休

で
も
、
全
国
的
に
も
不
在
者

投
票
数
は
大
幅
に
ア

ッ
プ
し
、
ま
た
、

延
長
さ
れ
た
投
票
時
間
帯

の
投
票
数
も

か
な
り
高

い
数
字
を
残
し
て
い
ま
す
が
、

筑
後
市

で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が

み
ら

れ
た

こ
と
が
、

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

申
立

て
が
あ

っ
た
場
合
、
市
は

「情

報
公
開
審
査
会
」
を
開

い
て
内
容
を
検

討
し
、
あ
ら
た
め

て

「公
開
」

「非
公

開
」
の
通
知
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

年
度 請求 開示 非聞示

平
成
８
2 2 0

平
成
９
2 2 0

「個
人
情
報
保
護
制
度
」
は
、
市
民

の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
た
め
に
定
め

ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
個
人
情
報
を
自

分

で
チ

ェ
ッ
ク
、

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す

る

こ
と
が

で
き

る
制
度
と
も
い
え
ま
す
。

そ
れ
は
、

こ
の
制
度
が
私
た
ち
に
、
４

つ
の
権
利
を
保
証
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

０

開
一至
市
求
権

他
人

の
情
報
を
知

る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
自
分

の
情
報
に

つ
い
て
は
閲

覧
や
写
し

の
交
付
を
請
求
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

し
か
し
、
法
令
な
ど

で
公
開

で
き
な

い
と
決
め
ら
れ

て
い
る
も

の
や
、
本
人

じ

゛

に
知
ら
せ
る
べ
き

で
は
な
い
と
市
が
判

断
す

る
も

の
な
ど
に

つ
い
て
は
、
開
示

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
手
数
料

閲
覧

＝
無
料

複
写
Ｈ
ｌ
枚
に

つ
き
３。
円

０

訂
正
請
求
権

自
分

の
情
報
に

「事
実

の
誤
り
」
が

あ

る
場
合
、
そ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と

が

で
き
ま
す
。

０

是
正
の
申
出

自
分

の
情
報
が
正
し
く
取
り
扱
わ
れ

て
い
な

い
場
合
、
是
正
を
申
し
出
る
こ

と
が

で
き
ま
す
。

０

異
議
申
立
て

開
示

で
き
な
い
な
ど
、
市
が
判
断
し

た

こ
と
に
対
し

て
不
服
が
あ

る
場
合
、

通
知
を
受
け
取

っ
て
６。
日
以
内
に
異
議

申
立

て
を
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
立

て
が
あ

っ
た
場
合
、
市
は

「個

人
情
報
保
護
審
査
会
」
を
開

い
て
内
容

を
検
討
し
い
あ
ら
た
め
て
「開
示
」

「非

開
示
」
な
ど

の
通
知
を
す

る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

囲
問
合
せ
　
総
務
課

（
ａ
０

４
１
１
１

内
線

１
３
１
）

ヘ

▲福岡選挙区の結果 (届出順)

▲比例代表区の結果 (届出順 )

▲自己情報開示請求状況

福岡
選挙区)(

５４

・
７．
∬

に
比

べ
て
４

・
２５
ぴ
上
が
り

ま
し
た
。

不
在
者
投
票
数
は
１
、
８
１
４
人

（女

＝
９
５
９
人

・
男
Ｈ
８
５
５
人
）

で
、

前

回
の
８
７
１
人

の
２
倍
以
上
に
の
ば

り
ま
し
た
。
有
権
者

の
約

５
４

が
不
在

者
投
票
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
時
間
延
長
さ
れ
た
午
後

６
時
か
ら

党 派
市  内 全 国

得

(率 )

数 得

(率 )

数
当選者数
選挙区・

比例区計
非改選分
との合計

合 計
20,149
(100)

53,949,306
(100) 50 126 252

公  明
3,429
(17,02)

7,478,479
(13.86)

7 9 22

共 産
2
(1

,231
1.07)

7,869,205
(14.59) 8 15 23

社  民
2,259
(11.21)

4,214,997
(7.81)

4 5 13

民 主
3,667
(18.20)

11,748,554
(21.78)

12 27 47

自 民
5,751
(28.54)

13,645,077
(25.29)

14 型 102

自 由
1,412
(7.01)

4,996,905
(9.26)

5 6 12

そのほか
1,400
(6,95)

3,996,089
(7.41)

0 20 33

(5)



平成 10年 8月 1日 広 報 ち く ご

ど

0,

間
も
な
く

「台
風
シ
ー
ズ
ン
」
が
や

っ
て
き
ま
す
。
台
風
が
も
た
ら
す
強
風

と
大
雨
は
、
私
た
ち
に
何
度
も
大
き
な

被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
台
風
は
地
震
や
集
中
豪
雨

と
違

っ
て
あ
る
程
度
、
襲
来
時
期
や
規

模
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
て
、

万
全
の
対
策
と
心
構
え
で
こ
の
季
節
を

乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

これで万全 わが家の対策

台風ンーズン
こうして乗り切る

●瓦のひび、割れ、ほがれ
はないか
0卜つン|こめ<れ E夫ないか

″

ノβノタタ・顔ヴ
●ブロツク塀などに
ひび割れや破損箇

所はないか

バランダ

ざ

く

台風で一番恐ろしいのは強風です。家のまわ

りに飛ばされやすいものはないか、建物に弱
い所はないかなどを重点に点検しましょう。

財

跡 確

●停電に備えて懐中電灯やトランブスタラ
ブオの準備を
●避難こ備えて貴重品などの非常持出品の
準備を
●台風情報を注意深<間 <
●浸水などの恐れがあるところでは＼生活
用品を高い場所へ移動
●病人や乳幼児、身体の不自由な人などを
安全な場所へ

憲ガラス
●ひび割れ、窓枠の
がたつき E夫ないか

だ

●外壁に腐りや浮き
はないか

●鉢植えや物干
し竿など飛散
の危険が高い

ものは室内ヘ

●

エコ商品のPRにとりくむ
●くすりのせたが筑後店
。ホームセンクーグッデイ筑後店
「くすりのせたか筑後店」では、詰め替え商品
の積極販売や不用ダンボールの配布などに、「ホ
ームセンターグッデイ筑後店」では、EMばかし関係
商品の販売などにとりくんでいます。

゛ ッ

■1と  ■|lilと

くすしJoせたか
．

密

日

Ｆ

角

●プロパッガヌボッベは固定されている0
●庭の鉢植え|こ注意。室内に入れてあこう
0テレビアンテナの設置状態をチエツク
●家の周りを一周し、飛散防止策を

●雨どい|こ継ざ国のはずれや
塗料のはがれ、腐りはない0
●雨戸にづタツキやゆるみは
ないか

轟こ■
'翔
戸

国道442号

国
道
２
０
９
号

4

★

★

グッデイ筑後店
木―ムセンター

くすりのせたか
筑後店

8日 の ク リ ー ン 作 戦
<と   き>8月 8日 tD 9:00～
<回収場所>市役所東庁舎北側
<重点地区>古島校区 (古島小

正門付近に9時集合)

一―― 問合せ ―――

環境課ごみ対策係 (853-4111内線372)

0

筑 後店

(6)



広 報 ち く ご 平成 10年 8月 1日

採用の職種・予定人数と受験資格
人 事 異 動

市
で
は
、
８
月
１
日
付
で
人
事
異
動

を
行
い
ま
す
。

（係
長

・
主
査
以
上
を

掲
載
。
カ

ッ
コ
内
は
元
の
職
場
）

日
係
長
職
　
企
画
課
企
画
係
長
＝
山
口

朋
秀

（農
政
課
農
政
係
長
）
税
務
課
市

民
税
係
長
＝
大
簸
茂

（都
市
対
策
課
開

発
公
園
係
長
）
福
祉
事
務
所
主
査
Ｈ
蓑

毛
慎

一

（土
木
課
）
農
政
課
農
政
係
長

＝
木
本
吉
彦

（企
画
課
企
画
係
長
）
農

政
課
主
査
＝
久
保
美
智
子

（商
工
観
光

課
）
都
市
対
策
課
開
発
公
園
係
長
＝
近

藤
千
敏

（税
務
課
市
民
税
係
長
）
土
木

課
主
査
Ｈ
水
町
忠
隆

（福
祉
事
務
所
主

査
）
農
業
委
員
会
主
査
Ｈ
野
口
順
子

（社

会
教
育
課
）
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

・

主
査
Ｈ
内
田
栗
代

（健
康
課
主
査
）

採用職種 予定人数 受 験 資 格

一  般
事 務 職

若千人
昭和46年 4月 2日 ～昭和56年4月

1日 に生まれた人で高等学校卒業

程度の学力をもつ人

土  木
技 術 職

若千人
昭和46年4月 2日～昭和56年4月 1日

に生まれた人で工業高等学校 (土木

課程)卒業程度の学力をもつ人

建  築
技 術 職

1   人

昭和46年4月 2日～昭和56年4月 1日

に生まれた人で工業高等学校 (建築

課程)卒業程度の学力をもつ人

看 護 婦

看 護 士
若千人

昭和48年4月 2日以降に生まれた

人で看護婦 (士)の免許をもってい

るか来春免許取得見込みの人

(申込み時に免許証の写しを添付)

保 健 婦

保 健 士
若千人

昭和46年4月 2日以降に生まれた

人で保健婦 (士)の免許をもってい

るか来春免許取得見込みの人

(申込み時に免許証の写しを添付)

保 育 士 1  人

昭和46年4月 2日～昭和54年 4月 1日

に生まれた人で保育士の免許をもって

いるか来春免許取得見込みの人

(申込み時に免許証の写しを添付)

D
市
で
は
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
　
　
　
　
一

地
方
分
権
２
屏
が
開
か
れ
た
今
日
、

個
性
的
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
今
、
地
方
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
も

”壌
併
あ
ふ
れ
る
“
筑
後

市
づ
く
り
を
や

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

囲
１
次
試
験

〔と
き
〕
９
月
２。
日
側

〔と
こ
ろ
〕
羽
犬
塚
中
学
校

日
２
次
試
験

〔と
き
〕
■
月
上
旬

（予
定
）

※
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す

日
申
込
み

８
月
３
日
何
か
ら
８
月
１８
日
側
ま
で

の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
ま
で

（土

・
日
曜
日
は
除
く
）
に
市
人
事
課

へ
。

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
１８
日
の
消
印
が

あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
ま
す

※
申
込
用
紙
の
請
求
も
同
課

ヘ

団
問
合
せ

人
事
課
人
事
係

（〒
８３３
‐
８
６
０
１

大
字
山
ノ
井
８
９
８
ａ
０
４
１

１
１
内
線
１
４
１
）

へ

0

●

(7)



公民館

2前田

16村田

公園

9小山日

4 西川原

公民館

3久保田

花 田

8野口

,式験田

7野 口山

10立林

11九郎地

1東井掘

花宗川

橋

Ｊ

Ｒ

鹿

八女高校

6ト ノエ

筑後市

14近道

広 報 ち く ご

大字和泉小学名
1大 竹
2 前 田
3 久保田
4 西川原
5花 田
6 トノエ
7 野日山
8 野 口

大字山ノ井

国
道
2
0
9
号

警察署

大字山ノ井

平成10年 8月 1日

や:¬

,

古
7

1

,

古
〒
1

♀

と
,

古
♀
l

i

と
,

I

T

l

i

|

古

,

1

,

古

〒

古
♀

l

〒
よ
,

|

l

i

古
早
古
♀
l

i

l

,

I

〒

と
,

と
〒

と
,

|

古
,

|

古

〒
↓
〒
と
早

古

〒

|

と
,

と
〒

|

と
〒

|

↓
1

1

〒

|

と
,

と
,

古

▼

|

サザンクス筑後 ′′

大字和泉小字名図

大字若菜

大字下北島

※大字長崎の一部を含みます

地 区 説 明 会

▲時間はいずれも19:30か らです

9 小山口
ヽ

立 林
九郎地

九郎地山

1大竹

山ノ井)II

大字上北島

代

道

町

囲

田
近

籾

村

＼
国道442号

/

大
字
長
崎

大字野町

懸
雷
躍
塾
曜

大
切
な
財
産
と

そ
の
権
利
を
守
る
た
め
に

調
査
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

明
治
時
代

の
初
期
に

つ
く
ら
れ
、
土

地
に
関
す

る
ト
ラ
ブ

ル

の
原
因

の

一
つ

に
も
な

っ
て
い
る
現
在

の
「地
籍
簿

（土

地
登
記
簿
ご
と

「地
簿
図
」
を
精
度

の

高

い
も

の
に

つ
く
り
変
え
る
た
め
、
市

で
は
正
確
な
測
量
技
術

で
地
籍
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
回
実
施
す
る
の
は
和
泉
地
区
で
す
。

調
査
期
間
中
、
市
職
員
や
測
量
業
者
、

地
元

の
推
進
委
員
さ
ん
が
、

み
な
さ
ん

の
土
地
に
立
ち
入

っ
て
調
査

・
測
量
し
、

そ

の
基
準
に
な
る
標
石
な
ど
を
埋
設
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
籍
は
土
地

の
戸
籍
と
い
わ
れ
、
土

地
に
関
す

る
権
利
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
、
ま
た
、
そ

の
こ
と
で
私
た
ち

の
財

産
を
保
護
す

る
重
要
な
も

の
で
す
。

地
籍
調
査

に

つ
い
て
の
み
な
さ
ん
の

ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

地
区
説
明
会
に
は
必
ず

出
席
を

地
籍
調
査
は
、
①
地
区
説
明
会

の
開

催
②
大
字
界

。
長
狭
物

（道
路
や
水
路

な
ど
）

の
調
査
③

一
筆
ご
と

の
土
地

の

調
査
測
量

の
順
序

で
実
施
し

て
い
き
ま

す
。

「大
字
和
泉
」
地
内
に
土
地
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
必
ず
地
区
説
明
会

に

出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
該
当
す

る
行
政

区
の
説
明
会
に
出
席

で
き
な
い
場
合
は
、

都
合

の
良

い
日
で
け

っ
こ
う

で
す
。

日
問
合
せ

農
政
課
地
籍
係

（
ａ
０

４
１
１
１
内

線

３
４
２
）

ヘ

と き と こ ろ
( )内は対象行政区

8月 18日 山 和 泉 東 公 民 館

(和泉東区)

8月 20日休l 商工会議所大ホール

(和泉中区)

8月 25日ω 商工会議所大ホール

(和泉西区)

(8)



扶養

親族等

の数

本 人 孤児等の養育費
酉己   偶   者
扶 養 義 務 者全部支給 一部支給

収入額 所得額 収入額 所得額 収入額 所得額

0

1

2

3

4

5

1,108,000

2,048,000

2,651,000

3,254,000

3,825,000

4,353,000

458,000

904,000

1,326,000

1,748,000

2,170,000

2,592,000

2,457,000

3,000,000

3,543,000

4,025,000

4,500,000

4,975,000

1,540,000

1,920,000

2,300,000

2,680,000

3,060,000

3,440,000

3,650,000

4,100,000

4,575,000

5,050,000

5,525,000

6,000,000

2,360,000

2,740,000

3,120,000

3,500,000

3,880,000

4,260,000

平成10年 8月 1に ]広 報 ち く ご

(別表 ) 児童扶養手当所得制限限度額一覧表 児
童
扶
養
手
当
が
改
正

児
童
扶
養
手
当
の
所
得

制
限
が
変
わ
り
ま
し
た

大幅引き下げ

853-4111内 線 223

)

『
児
童
扶
養
手
当
法
』
が
改
正
さ
れ
、

８
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
要
件

で
あ
る
所
得

の
限
度
額
が
大
幅
に
引
き

下
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（別

表
を
参
照
）
。
平
成

９
年

の
所
得
が
限

度
額
を
超
え
て
い
る
人
は
、
手
当
支
給

が
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で

注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭

の
人

で
、
手
婆

の
支
給
が

停
止
さ
れ
た
人
に
は
、
貸
付
制
度
が
あ

り
ま
す

（貸
付
要
件
あ
り
）
。
気
軽
に

福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係

へ
相
談
し

て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
母
子
家
庭
等
医
療

の
所
得
制

限
も
、
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ

て
取
り

扱
わ
れ
ま
す
。

児

童

扶

養

手

当

特
別
児
童
扶
養
手
当

の
現
況
届
提
出
を

後

５
時

で
す

〔
と

こ
ろ
〕
福
祉
事
務
所

（本
庁
舎
）

〔持

っ
て
来
る
物
〕
▼
現
況
届
通
知
書

（個
人
宛
に
通
知
し
ま
す
）

▼
印
か
ん

▼
平
成

１０
年
度
所
得
証
明
書

（今
年
１

月
２
日
以
降
に
転
入
し
て
き
た
人
の
み
）

▼
手
当
証
書
▼
世
帯
全
員
の
住
民
票

（児

童
扶
養
手
当
受
給
者
）

▼
身
体
障
害
者

手
帳
や
養
育
手
帳

（特
別
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
）

▼
そ
の
ほ
か

の
必
要
書
類

（現
況
届
通
知
書

で
確
認
し

て
く
だ
さ

い
）

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手

当

の
現
況
届
は
、
前
年

の
所
得
状
況
や

養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
に
提

出
し

て
も
ら

っ
て
い
る
も

の
で
す
。
毎

年
届
け
出
が
必
要

で
す
。

現
況
届
を
出
さ
な
い
と
、

８
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の

で
、
必
ず

手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

（
と
き
）
▼
児
童
扶
養
手
章

＝
８
月
Ｈ

日
例
～
２８
日
④

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

Ｈ
８
月
３．
日
何
～
９
月
４
日
④

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

８
時
半
～
午

ツ

問合せ

福祉事務所
祉

次のいずれかの児童 (18歳未満)を養育して

いる母か養育者に支給されます。

O両親が離婚した児童

○父が死亡した児童 (遺族年金受給者は除く)

○父が重度障害の状態にある児童で、公的年金

の加算対象になっていない子

○父の生死が明らかでない児童

○父から1年以上遺棄されている児童

○父が法令により1年以上拘禁されている児童

○母が婚姻しないで生まれた児童 (今回の法改

正で、父の認知に関係なく受給できるようにな

りました)

※手当を受給できる原因となった日 (両親が離

婚した日、父が死亡した日など)か ら5年を経

過してしまうと申請ができなくなります。

心身に重度の障害がある児童 (20歳未満)を

扶養している父母か養育者に支給されます。

ただし、対象児童が児童福祉施設に入所 (通

園は除く)している場合は支給されません。

◇ ◇ ◇ ◇ ◇
いずれも申請が必要です。福祉事務所生活福

祉係へどうぞ。

児童扶養手当

特別児童扶養手当

(9)
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今
だ

か

ら

こ
そ
大
切

な

の
で
す

平
和
を
語
り

わ
ぬ
戦
士
の
哀
れ
。

悔
い
な
き
最
期

混
成
中
隊
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
堀
田

亘
兵
長
が
帰

っ
て
来
た
。
目
を
疑
う
ば

か
り
の
姿
で
あ
る
。
退
路
を
絶
た
れ
敵

中
を
さ
ま
よ
い
、
食
糧
尽
き
果
て
て

一

粒
の
米
も
口
に
せ
ぬ
日
が
二
十
五
日
。

無
事
に
中
隊
に
た
ど
り
着
い
た
時
、
そ

こ
に
は
肉
体
の
無
い
、
精
神
力
に
皮
を

か
ぶ
せ
た
よ
う
な
兵
隊
の
姿
が
あ
っ
た
。

一
個
中
隊
の
中
、
無
事
に
帰

っ
た
の
は

十
名
余
り
だ

っ
た
と
い
う
。

苦
労
し
て
帰

っ
て
来
た
こ
の
戦
友
の

た
め
に
、
分
隊
の
者
は
自
分
た
ち
も
食

っ
て
い
な
い
、
無
け
な
し
の
米
を
さ
い

て
白
飯
を
炊
い
た
。
そ
れ
が
戦
友
と
し

て
の
精

一
杯
の
労
い
で
あ

っ
た
。
堀
田

兵
長
は
、
久
し
ぶ
り
に
帰

っ
た
自
分
の

分
隊
の
戦
友
た
ち
の
温
か
さ
を

一
口

一

日
か
み
し
め
る
よ
う
に
涙
し
て
、
そ
の

白
飯
を
食
べ
た
。

だ
が
、
そ
の
情
け
が
仇
に
な
ろ
う
と

は
、
そ
の
時
の
私
た
ち
に
は
思
い
も
よ

ら
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
長
い
間
、
水

だ
け
で
生
き
て
き
た
人
間
に
は
、
重
湯
、

お
粥
と
少
し
ず

つ
慣
ら
し
て
い
く
べ
き

で
あ

っ
た
。
懐
か
し
い
分
隊
に
た
ど
り

あ
ん

ど

着
い
た
安
堵
に
よ
る
気
落
ち
も
あ

っ
た

か
も
知
れ
ぬ
。
日
な
ら
ず
し
て
堀
田
兵

長
は
、
多
く
の
戦
友
が
見
守
る
中
、
息

を
ひ
き
と

っ
て
い
っ
た
。
長
い
苦
労
の

末
、
久
し
ぶ
り
に
味
わ

っ
た
温
か
い
戦

友
愛
に
感
謝
し
な
が
ら
の
、
悔
い
な
き

最
期
で
あ

っ
た
と
思
う
。

谷
に
消
え
た
絶
叫

ヽ

馬
は
百
円
、
お
ま
え
た
ち
は

一
銭
五
厘

と
い
わ
れ
た
軍
馬
を

で
あ
る
。
今
ま

で

の
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
命
令

で
あ

っ
た
。

「今
夜
は
腹

一
杯
食
え
る

ぞ
。
頑
張
れ
」
と
互
い
に
励
ま
し
あ

っ

た
。
そ
し

て
早
目
に
野
営
す

る
。
今
ま

で
は
、
敵
機

の
銃
爆
撃
を
恐
れ

て
明
る

い
中
に
飯
を
炊

い
た

こ
と
は
な
か

っ
た

が
、
今
日
は
破
ぶ
れ
か
ぶ
れ

で
あ
る
。

堂

々
と
煙
を
あ
げ

て
飯
を
炊
く
。
敵
機

は
味
方
だ
と
思

っ
て
い
る
の
か
、
上
空

を
旋
回
す

る
が
爆
撃
は
し
な

い
。

敵
弾
に
足
を
射
抜
か
れ
、
倒
れ
た
永

そ

代
。

あ
る
日
の
出
来
事

武
久
　
茂
さ
ん

（長
浜
、
７８
歳
）

ン
」
）
Ｌ
Ｑ

江
と
い
う
戦
友
の
馬
が
食
べ
ら
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。
自
分
の
馬
が
食
べ
ら
れ

お
れ

る
と
知

っ
た
永
江
は

「ど
う
か
俺
の
馬

を
殺
さ
な
い
で
く
れ
」
と
馬
の
上
に
覆

い
か
ぶ
さ
り
哀
願
し
た
。　
一
瞬
戸
惑
い

を
見
せ
た
戦
友
た
ち
だ

っ
た
が
、
生
き

る
た
め
に
は
戦
友
の
情
も
踏
み
に
じ
ら

ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
頼
ん
で
も
無
駄

だ
と
知

っ
て
い
る
永
江
の
、
屠
か
れ
る

し

が

い

そ
の
死
骸
に
取
り
す
が
り
、
愛
馬
の
名

を
呼
び
続
け
な
が
ら
働
哭
す
る
姿
は
見

る
に
忍
び
な
い
も
の
が
あ

っ
た
。

長
い
間
、
苦
難
を
と
も
に
戦

っ
て
き

た
愛
馬
で
あ
る
。
我
が
身
を
食
い
ち
ぎ

ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
に
耐
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
多
く
の
戦
友
た
ち
の
慰
め
に

も
応
え
ず
、
頭
だ
け
に
な

っ
た
愛
馬
の

骨
を
抱
き
な
が
ら
泣
き
続
け
、　
一
晩
中

そ
の
場
を
離
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
た
だ

一
人
、　
一
切
の
肉
も

日
に
は
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か

っ
た
。

生
き
た
兵
器
と
い
わ
れ
兵
隊
よ
り
も
大

切
に
さ
れ
た
軍
馬
も
、
最
期
は
私
た
ち

の
飢
え
を
満
た
し
て
く
れ
た
。
も
の
言

ヽ

暑
い
夏
を
む
か
え
、
今
年
も
ま
た
終
戦
記
念
日
が
や

っ
て
来
ま
す
。

戦
後
５３
周
年
と
な

っ
た
今
、
私
た
ち
の
心
の
中
か
ら
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
惨
め
さ
、

苦
し
み
、
悲
し
み
は
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
忘
れ
て
は
本

当
の
平
和
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

「広
報
ち
く
ご
」
で
は
、
今
年
も
平
和
事
業
で
募
集
し
た
平
和
の
作
文

・
詩
を
紹
介

し
、
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
平
和
の
専
さ
を
感
じ
、
平
和
と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

慟
　
哭

米
英
支
連
合
の
十
万
の
敵
を
相
手
に
、

イ
ン
ド
と
ビ
ル
マ

（現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

の
国
境
に
あ
る
フ
ー
コ
ン
と
呼
ば
れ
る

大
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
を
死
守
す
る
こ
と

実
に
八
カ
月
余
り
。
つ
い
に
壊
滅
状
態

と
な
り
退
却
の
命
を
受
け
、
千
数
百
の

ぼ
う
が
い

亡
骸
を
野
ざ
ら
し
に
し
た
ま
ま
必
死
に

脱
出
す
る
途
中
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

食
糧
尽
き
果
て
た
私
た
ち
に

「軍
馬

を
食
べ
て
良
い
」
と
い
う
命
令
が
で
た
。

>

や

っ
と

の
思
い
で
水
を
汲

み
戻

っ
て

来

る
と

「水
を
下
さ
い
」
と
端

の
方
に

つ
ぷ
や

横
た
わ

っ
て
い
る
若
い
兵
隊
が
呟
い
た
。

独
り
言
を
言

っ
た

の
か
と
思
う
よ
う
な

細

い
声

で
あ

っ
た
。
ま
だ
、
あ
ど
け
な

さ
を
残
し
た
兵
隊

で
あ
る
。

「初
年
兵

か
」
。

「は
い
」
。

「何
部
隊
だ
」
。

「五

十
五

（大
村

の
歩
兵
連
隊
）

で
す
」
。

「ど
う
し
た
ん
だ
」
。

「は
い
。

こ
こ

ま
で
来
ま
し
た
が
、
も
う
駄
日
で
す
」
。

そ
ん
な

こ
と
は
聞
か
な
く

て
も
判

っ
て

い
る
の
に
聞
く
気
に
な

っ
た

の
は
、
遠

慮
が
ち
に
水
を
乞

い
、

ひ

っ
そ
り
と
死

ん

で
い
こ
う
と
し

て
い
る
こ
の
可
一泉
相

な
兵
隊
に
、

つ
い
心
を
引
か
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

「ち

ょ

っ
と
待

っ
て
お
れ
」
。

は
ん
ご
う
　
　
ふ
た

私
は
、
彼
の
飯
食
の
蓋
に
少
し
水
を
入

れ
て
や

っ
た
。

「ご
恩
は

一
生
忘
れ
ま

せ
ん
」
。
彼
は
震
え
る
手
を
合
わ
せ
よ

う
と
し
た
。

「良
い
か
ら
飲
め
」
。
私

は
上
体
を
少
し
起
こ
し
て
や
り
、
飯
食

(10)



r`成 1()年 8月 1日広 報 ち く ご

ツ

の
蓋
を

口
に
持

っ
て
い

っ
て
や

っ
た
。

ゴ

ク

ツ
、
ゴ

ク

ツ
と
ゆ

っ
く
り
確
か
め

る
よ
う
に
飲
ん
だ
彼
は

「も
う
い
い
…
」

と
言

っ
た
。
残

っ
た
水
は
側
に
置

い
て

や

っ
た
。

「元
気
を
出
さ
な
く
ち
や
駄

目
じ

や
な

い
か
」
。

「は

い
」
。

「峠

ま

で
行
け
ば
食
糧
が
も
ら
え
る
ぞ
。
も

う
近

い
ん
だ
。

こ
こ
に
い
て
は
間
も
な

く
敵
が
来
る
ぞ
。
頑
張
れ
」
。

「は
い
」
。

峠
ま
で
、
あ
と
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か

私
も
知
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
兵
隊
が

こ

の
坂
を
登
れ
ぬ

こ
と
も
判

っ
て
い
る
。

だ
が
、
私
は

こ
う
言
う
し
か
ほ
か
に
言

葉
は
な
か
っ
た
。

せ
き

り

マ
ラ
リ
ア
と
ア
メ
ー
バ
赤
痢

の
、

こ

の
痩
せ
た
兵
隊
は
時

々
苦
し
そ
う
に
顔

を
し
か
め
る
。
だ
が
、

こ
れ
以
上

こ
の

兵
隊
に
か
か
わ
る
余
裕
は
な

い
。
私
は

戦
友
に
装
具

の
監
視
を
頼
む
と
、
薪
を

集
め
に
行

っ
た
。
落
ち

て
い
る
枯
れ
枝

は
雨
を
吸

っ
て
燃
え
な

い
の
で
、
立
ち

枯
れ

の
木
を
探
し
た
。
何
と
か
必
要
な

だ
け
集
め
て
帰

っ
て
来

る
と
、
先
程

の

初
年
兵
が
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が

っ
た
。

何
を
す

る
の
だ

ろ
う
と
思

っ
た
瞬
間
、

倒
れ
る
よ
う
に
崖
に
身
を
投
げ

た
。
彼

の
身
体
は

二
転
三
転
し
、
悲
鳴
と
と
も

に
谷
に
消
え
た
。

も
う
助
か
ら
ぬ
。
捕
虜
に
な
る
前
に

と
死
を
選
ん
だ

の
か
。
苦
痛
に
耐
え
か

ね

て
身
を
投
げ

た

の
か
。
さ

っ
き
苦
し

げ

に
眉
を
し
か
め
た
童
顔
と
、
力
は
な

い
が
精

一
杯

の
感
謝
を
込
め
た
澄
ん
だ

目
が
、
最
期

の
絶
叫
と
と
も
に
い

つ
ま

で
も
心
に
残

っ
た
。

こ
の
生
き
地
獄

の

中
、
珍
し
い
こ
と
で
も
な
か

っ
た

の
だ

が

「ご
恩
は

一
生
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
言

っ
た
初
年
兵

の

一
生
は
、
そ
れ
か
ら

一

時
間
も
な
か

っ
た
。

平
削
を
者
え
る
市
目
の
つ
と
い

８
月
６
日
∩
　
午
後
６
時
半
～

い
醸

″
‐３
韓
篤

コ軒櫛僻呻″

―
¬

遇悼色平和祈愈6殿色うる

テア トルハカタ出演

「 ピ トル ギ の 鈴 」

サザンクス筑後小ホール

ー 入 場 無 料 一

島

8月 6日 ltt1 8:15
〈広島市原爆投下8寺刻〉

8月 9日 (日)11:02
〈長崎市原爆投下8寺刻〉

8月 15日 (土)12100
〈終戦記念日〉

ツヽ

υ

半戦争 。原爆で亡くなられた人びとのめい

福と世界の恒久平和を祈り、広島市と長崎

市では、原爆投下時刻に鳴らす平和の鐘を

合図に、東京では、サイレンを合図に 1分

間の黙とうが捧げられます。

市でも、それぞれの時刻にサイレンを鳴

らし、黙とうの協力を呼びかけます。

みなさんも、それぞれの職場や家庭など

で黙とうを捧げましょう。

非
　
情

武
久

茂
さ
ん

（長
浜
、
７８
歳
）

空
水
筒
に
す
が
り
よ
る
　
瀕
死
の
患
者
を
横
に
見
て

ぬ
か
る
み
の
坂
滑
る
よ
う
に
　
降
り
れ
ば
深
い
谷
が
あ
る

わ

泥
水

の
中
黙

々
と
　
湧
き
出
る
小
さ
な
水
源
を

運
よ
く
見

つ
け

て
そ

っ
と
汲
む
　
濁
り
は
淡

い
岩
清
水

登
り
損
ね

て
転
ん
で
は
　
ま
た
汲
み
直
す
幾
度
か

力

の
限
り
は
い
上
が
る

視
界
誰
写
る
地
獄
絵
図
　
断
末

の
声

，一
飢
搬

勒
群

水
は
零
れ

て
半
分
も
　
残

っ
て
い
な
い
飯
全

の

動
き
に

つ
れ

て
後
を
追
う
　
虚

ろ
に
映

る
患
者

の
日

分
け

て
や
る
に
は
多
す
ぎ

る
　
一泉
願

の
声
組

る
顔

側

の
患
者

の

一
人
だ
け
　
そ

っ
と
隠
れ

て
与
う
れ
ば

震
え
て
拝
む
合
掌

の
　
泥
に
ま

み
れ
た
骨
と
皮

幽
鬼

の
世
界
に
身
を
置
け
ど
　
冷
酷
非
情
戦
場

の

鬼

の
心
を
失
え
ば
　
己
が
任
務
は
果
た
せ
ま
じ

死
期
も
間
近

の
合
掌
に
　
た
だ

一
瞥
を
送

る
の
み

戦
時
中
の
想
い
出

～
和
泉
東
に
あ
っ
た
鉄
工
所
は

当
時
軍
事
工
場
だ
っ
た
～

仁
田
原
チ
サ
ト
さ
ん

（大
和
、
８。
歳
）

短
歌

寒
き
日
の
　
油
ま
み
れ
の
　
砲
鉄
を

諸
手
に
受
け
て
　
作
業
き
び
し
く

敗
戦
に
　
銃
後
の
守
り
　
夢
や
ぶ
れ

若
き
工
友
　
夫
も
還
ら
ず

作 千垂多詈子

〔

υ

分

υ

(11)



Jし区つかこうへい劇団 第 3回例会

芍

つ
か
こ
う
へ
い
は
一
九
四
八
年
福
岡

県
に
生
ま
れ
、
八
二
年
小
説

「蒲
田
行

進
曲
」
で
直
木
賞
を
受
賞
。
七
四
年
「熱

海
殺
人
事
件
」
で
岸
田
戯
曲
賞
を
受
賞

し
て
以
来

「ヒ
モ
の
は
な
し
」

「い
つ

も
心
に
太
陽
を
」
な
ど
の
劇
作
で
演
劇

界
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
そ
の
独
特

な

「日
立
て
」
の
演
技
指
導
と
台
詞
で

「つ
か
芝
居
」
の
ス
タ
イ
ル
を
作
り
だ

し
、
数
多
く
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

ロ マ

第
２
回
例
会

‐８
時
３０
分
開
演

大
ホ
ー
ル

￥

５

５

０

０

（当
日
￥
６
０
２
０
）

―
―
―
全
席
指
定
―
―
―

演
劇
界
の
新
風

”
つ
か
こ
う
へ
い
劇
団
“

昨
年
の
大
分
に
続
き
、
今
年
は
東
京
北
区

第
４
回
例
会
　
ンヽ
リ
ー
ズ

・
グ
レ
イ
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
③

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
な
ど
国
内
ト

ツ
プ
ア
ー
テ
イ
ス
ト
が
贈
る

バ
ロ
ッ
ク
か
ら
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
ま
で

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
エ
ア
プ
ラ
ス

ク
ィ
ン
テ
ツ
ト
演
奏
会

‐８
時
３０
分
開
演

大
ホ
ー
ル

一
脱堅
席
￥
４
２
０
０
・
雙
π
垂
馬
￥
１
０
５
０

（全
席
指
定

。
当
日
券
￥
５
２
０
増
）

音
楽
監
督

熊
谷
　
弘

ト
ラ
ン
ペ
ツ
ト

関
山
幸
弘

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
）

佛
坂
幸
男

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
）

ホ
ル
ン
一
色
隆
雄

貸

Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
）

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

箱
山
芳
樹

（日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
）

チ

ュ
ー
バ

小
倉
貞
行

（東
一爪
佼
成
ウ
イ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

ゲ
ス
ト
ソ
プ
ラ
ノ
　
日
下
部
祐
子

す
べ
て
消
費
税
込
み
の
料
金
で
す
。

武
田
鉄
矢

海
握
隊

Ω箇ワリニツワ

演奏会前日に金管クリニックを

行います。国内トップアーティス

トから直接、個人指導が受けられ

ます。ぜひ、このチャンスをお見

逃しなく。

― 改題 いつも心に太陽を一―
作・演出 つかこうへい
出演 吉田智則・安村和之
酒井晴江・古賀 豊ほか

18時30分開演
小ホール

ー般席¥4,200
学生席 ¥1,050
(当 日¥520増 )
一― 全席指定一―

コンサート

15時00分開講
小ホール

内 容①個人②アンサンブル
1曲 8分以内の曲を演奏

公開で行う。

受講料①一般¥5,000学生¥3,000

② lグループ ¥7,000
申込み8月 11日 までにサザンクス

筑後事務室まで

日下部祐子

熊谷 弘

り

駆

(財)筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942ぃ 54‐ 1200
FAX0942‐ 54‐1205

夫
第
１９
回

筑
後
市
美
術
展

作
品
搬
入
　
８
月
２６
日
・
２７
日

展
　
　
一不
　
９
月
２
～
９
日

（会
期

）
九

月

二
日
ｍ
～
九

日
山

た
だ

し
七

日
側

は
休
館

。

（会
場

）
サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

（部

門
）
洋

画
１
／
洋

画
Ⅱ
／

日
本

画
／

彫
刻
／

工
芸
／

写
真

含
邑

▽
筑
後
市
大
賞

五
十

万
円

（買
上

げ

）
▽
坂
宗

一
賞

二
十

万
円

（買
上
げ

）

▽
筑
後
市

長
賞

各

五

万
円
　
た
だ

し
作

品
買
上
げ

に

つ
い

て
は
、
出

品
数

が
少

な

い
と
き
、

ま
た
は
、
該

当
作

品
が
な

い
と
き

は
見
送

る

こ
と
も
あ

る
。

（出

品
料

と

点

に

つ
き

千

円
。

（高
校

生

以
下
は
無
料
）

（出

品
作

品
）
①

洋

画
Ｉ
　

油
彩

＝
三
〇

号
を
超

え

一
〇
〇
号

以
内

。
水
彩

・
パ

ス
テ
ル

Ｈ

二
〇
号

以
上
。

②

洋

画
Ⅱ
　

油
彩

＝
三
〇
号

以
内
⇔

③

日
本

画

　

一
一〇
号

以
上

一
〇
〇
号

以

内
。

＊
す

べ
て
仮
縁
付

　
縁
幅

は

五
↓

以
内

④

彫
刻

　

一
五
〇
を

立
方

以
内
。　
一
〇

〇
劣

以
内

。

⑤

工
芸
　
陶
芸

＝

一
辺

一
〇
〇
↓

以
内
。

（セ

ッ
ト
作

品
に

つ
い
て
は
展

示
範

囲

一
〇
〇
を

平
方
以
内
）

一
〇
〇
盆

以
内
。

染
色

Ｈ
日
本

画
と
同
じ
。

⑥

写
真

　

四

ツ
切

り
以
上
全
紙

ま

で
。

パ
ネ

ル
貼
り
。
組

み
写
真

は

一
二
〇
を

平
方

以
内

。

＊

一
人

三
点

以
内

と
し
本

人
が
制
作

し

た
も

の
で
未
発
表

の
も

の
。

一
言

出^

品

の
場
合

は

入
選
作

品

の
展

示
は

一
点

と

す

る
。

（搬

入
）
八
月

二
十

六

日
ｍ

二
十

七

日
∩

午

前
十
時

～
午
後

六
時
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8月 の 催 し

今月の催し物から

★平和を考える市民のつどい 。テアトルハカタ演劇・「ピトルギの鈴」

秘密を抱えて生きるしかなかった女性たちの戦争の痛み一人の絆

の尊さを描く劇団テアトルハカタによる公演。

★映画会「人間の翼」と合唱

特攻で散ったプロ野球選手を描いた映画。筑後混声合唱団が、レ

クイエム「眠れ幼き魂 (こ ころ)」 を I部で演奏する。

今月の休館 日 8月 3・ 10・ 17・ 24・ 31日

(13)

第 5回例会

日本ジャズ界のリーダー

□ 辺 夫 1998y

九州で2カ所だけの コンサート
公演

18時30分開演
大ホール
¥5250 (当 日¥5770)
一―全席指定 ―一

13時 00分開演(12時30分開場)
大ホール
入場無料

出演バ ン ド

ウインドアンサンブルCHIKUGO(筑 後市)
ビッグボンゴ (大川市)

M」 Bジャズオーケストラ (久留米市)

八女市民吹奏楽国 (八女市)

小郡市民吹奏楽回 (小郡市)

大牟田奏友会 (大牟田市)

9/12ω 銀河鉄道 (筑後市)
131日 )C Area Station(久留米市)

180 GEm―DAN―凪 (八女市)

26ω 劇団「鍋風呂」 (久留米市)
27個)劇団 怒幻鳥栖ッ都 (鳥栖市)
10/4(日)劇団 赤帽子 (福岡市)
いずれも18時30分開演 小ホール
ー日券 ¥500 フリーパス券 ¥η ,500

ブ
一

筑
後
地
区
社
会
人

ブ

ラ

ス
バ

ン
ド

フ

エ
ス
テ

ィ
バ
ル

第
４
回フ
ス

イ
ン

サ
ザ
ン
ク
ス

り
口
し
―
コ
ン
サ
ー
ト

２
台
の
ピ
ア
ツ
が
繰
り
出
す

心
に
響
く
ハ
ー
モ
ニ
ー

ピ
ア
ノ
デ

ュ
オ

コ
ン
サ
ー
ト

片
岡
和
代

＆

平
　
洋
子

‐９
時
開
演

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

入
場
無
料

貞

問い合わせ先催 し 物 会  場 開  演 入 場 券開催 日

前売¥500
当日¥700

大石

53-2705
バンドライブ 小ホール 13:30

イベント

ホール
18100 パイオビジョシジヤパツ

03-5320-8611

ｌ

ω

講  演  会

大ホール D■
:00

914:00

州略¥1800
B席 ¥1300 092-712-3041

同事務所劇団飛行船
「ピノキオ」公演

lttlア オキ楽器

0943-22-6337
八女・筑後

ピアノコンクール
小ホール 13:30

大ホール 14:00
整理券

(満席)
サザンクス筑後

砕 1200

５

山
東京ンティバレエ回
「コッペリア」

大ホール 9 :30
筑後北中学校
52-8758

8・ 6平和集会

整理券
53-4111

社会教育課平和を考える市民のつどい
「ピトルギの鈴」

小ホール 18130

６

い

13:30
南筑後教育事務所

53-7181

７

④
性(エイズ)教育指導者

研修会
小ホール

六ホール 13:00
サザンクス筑後

54‐ 1200

９

⑪
第4回

プラスインサザンクス

青木
0943-22-6181バンドライブ 小ホール 18:00 ¥300

13:00 ¥1000
渋川

89-3778

16

(日 )

社交ダンスパーテイー
イベント

ホール

小ホール 10:00
社会教育課
53-4111

２．
④
H10年度少年の主張

福岡県大会

サザンクス筑後
54‐ 1200

盟
ω
ロピーヨンサート
ビアプデュオ

ふれあい

サロン
19:00

大ホール
D10:45
D14:20

当 日¥1800
大高生¥1500
小中生平1000

有楽商事い
34-6916映画 「タイタニ ック」

小ホール 13100
豊晃吟道会
52-6207

平成10年豊晃吟道会

予選コンクール大会

藤島

0943-32-0244

２３
働

ビアノ教室

サマーコンサート

イベント

ホール
13:30

イベント

ホール
9 :20

同和教育課
53-4111

２５
山 職員研修会

大ホール 18:00
六人¥1000

小人 ¥500
ちくご平和を考える会

52-6734映画会「人間の翼J

城島中学校
62-3300

２６
山
筑後地区中学校
リコーダーアシサシブルコンテスト

小ホール 10:00

大ホール 10100
同研究会
09952-2-4158第8回

グレシツェンピアノヨンクール

小ホール 19:30
筑後市曰払連合会

53-2626

２８
③
母親部会研修会映写会
「地球が動いた日」

前売¥5500

当日¥6020
サザンクス筑後

54-1200
２９

ω 海援隊コンサート 大ホール 18:30

うたうふれあい会

53-8435うたうふれあい会 小ホール 9 :30
３０
①

サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

の
催

し
物
情
報

は
毎

週
土
曜

日
、
十

一
時

二
〇
分

か

ら

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
佐
賀

（
一
四
五
八

勇
）

で
放
送
中

。



広 報 ち く ご平成10年 8月 1日

「
足
を
広
げ
手
は
腰
に
、
首
の
運
動

つ
」あ

れ

っ
、
グ
キ
ツ
＼
グ
キ
グ
キ
ッ
、

も
あ
―
ツ
、
や
だ
ア
！

「
軽
や
か
睦
―
、
片
足
跳
び
で
」

冷
た
い
風
と
新
緑
匡
幸
せ
を
感
じ
る
。

朝
の
十
分
間
が
私
の
活
力
を
生
ぬ
。
ｐ

事
が
あ
い
し
い
。

盆
　
銅

末
永
　
伝
さ
ん

（久
富
、
８８
歳
）

世
に
も
ま
れ
な
る
久
富
の

．念
の
な
か
ば
の
３
綱
は

観
音
様
の
慈
悲
の
綱

藤
墾
め
墨
無

藁
は
農
家
匠
も
ら
い
ゆ
き

菰
は
田
滴
で
刈
り
集
め

観
音
広
場
の
陽
に
さ
ら
す

綱
な
う
大
人
の
手
伝
い
で

休
益
ひ
ま
な
＜
元
気
よ
＜

よ
い
し
よ
よ
い
し
よ
こ
戸
か
け
て

大
き
な
荒
い
綱
こ
な
る

子
供
全
員
ス
ス
を
ぬ
り

目
は
き
よ
ろ
き
よ
ろ
と
厚
い
て

か
る

頭
に
縄
の
角
冠
り

腰
底
藁
み
の
勇
ま
し
＜

子
供
の
ば
け
た
黒
鬼
は

釜
の
鬼
の
番
人
で

釜
匡
落
ち
た
る
人
々
を

３
綱
も
ち
て
引
き
上
げ
る

鬼
が
曳
き
ゆ
＜
ａ
綱
は

曳
き
つ
か
つ
ぎ
つ
村
ま
わ
り

三
回
ま
わ
り
て
帰
り
違

天
神
様
に
あ
参
り
し

つ
か
れ
も
見
せ
ず
つ
け
帰
り

村
の
西
ん
川
水
泳
ぎ

綱
は
角
力
の
踏
切
り
に

力
士
も
行
司
も
子
供
だ
け

賞
品
あ
め
玉
□
に
し
て

よ
か

っ
た
よ
つ
っ
た
無
事
す
ん
で

冠
っ
た
角
み
の
持
ち
帰
り

屋
根
に
さ
ら
し
ζ
事
終
る

福
岡
県
の
文
化
財

子
供
こ
守
ろ
う
永
遠
に

と
こ
ろ
が
、
ダ
方
に
な

る
こ
ピ

ー
ピ

ー

と
鳴
き
声
が
す
る
の
で
上
空
を
見
る
と
、

数
羽

の
つ
ば

め
達
が
飛
ん

で
い
る
。

あ

っ
＼
我
が
家

の
つ
ば
め
だ
と
う
れ
し

＜
な

っ
た
。

で
も
ど
う
し
た

の
、
ま
た

帰

っ
て
来
た

の

。
・
・
？
何

の
こ
と
は

え
さ

な
い
、
早
朝
に
餌
取
り
と
南
の
国
に
帰

る
準
備
運
動
を
す
る
継
匡
＼
徐
々
に
距

離
を
延
ば
し
夕
方
に
な
る
こ
巣
に
戻
る

の
だ
。
日

一
日
と
大
き
＜
な
り
、
全
部

が
巣
に
入
れ
ず
＼
頭
だ
け
突

っ
込
ん
で

五
つ
の
あ
尻
が
巣
か
ら
は
み
出
し
て
い

る
。
滑
稽
で
ふ
き
だ
し
た
＜
な
る
。

去
年
も
つ
ば
め
が
四
羽
誕
生
し
た
け

ど
、
巣
立
ち
直
前
匠

一
羽
ず

つ
死
ん
で

し
ま
っ
た
。
巣
か
ら
落
ち
た

つ
ば
め
を

巣
に
戻
し
た
り
、
ネ
コ
か
ら
守
る
た
め

カ
ゴ
に
入
れ
て
親

つ
ば
め
が
餌
を
与
え

や
す
い
所
に
置
い
た
り
大
変
だ

っ
た
け

ど
、
結
局
は

一
羽
も
残
ら
ず
ほ
う
然
と

し
た
。
親

つ
ば
め
は
、
し
ば
ら
＜
は
空

中
で
悲
し
そ
う
に
鳴
い
て
い
た
。

あ
＝
、
も
う
我
が
家
に
つ
ば
め
は
来

な
い
の
つ
と
淋
し
＜
な

っ
て
い
た
け
ど
、

今
年
も
や
っ
て
来
て
五
羽
も
誕
生
し
て

楽
し
ま
せ
て
＜
れ
る
。

南
の
国
に
無
事
者
い
て
、
ま
た
来
年

も
来
て
ね
こ
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

朝
だ

朝
だ
よ

貝
田
チ
ヅ
ミ
さ
ん

（下
富
久
、
６．
歳
）

六
時
三
十
分
＼
弾
ん
だ
歯
切
れ
の
い

い
戸
が
ラ
ブ
オ
か
ら
流
れ
る
。

「
皆
さ
ん
、
あ
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
朝
の
あ
目
覚
め
は
い
か
が
で
し
た
０
。

元
気
に
然
を
動
０
し
き
よ
う

一
日
の
ス

タ
ー
ト
に
い
た
し
ま
し
よ
う
」

ラ
ブ
オ
体
操
の
歌
が
す
が
す
が
し
い
。

♪
新
し
い
朝
が
き
た
、
希
望
の
朝
だ

…
そ
れ
、　
一
、
二
＼
三
…
…
…
。

私
が
然
操
を
思
い
立

っ
た
の
は

一
カ

月
ほ
ど
前
の
こ
と
。
忙
し
さ
が
続
い
て

肩
の
こ
り
が
ひ
ど
＜
な
り
体
が
強
ば
り

だ
し
た
か
ら
で
あ
る
。

「
さ
あ
、
よ
い
姿
勢
を
あ
と
り
＜
だ

さ
い
。
第

一
体
操
、
背
伸
び
の
運
動
の

ら
＼
の
び
の
び
と
」

あ
れ

っ
＼
リ
ズ
ム
に
の
れ
な
い
？

腰
が
＼
足
が
、
腕
が
＼
な
ん
で
っ
？

あ
れ

っ
、
よ
ろ
め
い
ち
や
う
、

が
痛
＜
っ
て
＼
ダ
メ
ツ
！

「
深
呼
吸
で
―
サ
。
深
＜
吸
い
込
ん

で
、
は
き
ま
―
す
。
も
う

一
度
、
吸
い

込
ん
で
―
、
繰
り
返
し
ま
―
す
。
ご
き

げ
ん
よ
う
！
」

日
を
重
ね
る
ご
と
に
体
の
動
き
も
滑

ら
む
に
な

っ
て
い
＜
。
身
も
心
も
健
や

か
に
な

っ
て
外
に
出
産
。
赤
＼
黄
、
紫

の
バ

ン
ブ
ト
が
微
笑
み
か
け
て
＜
れ
る
。

ひ
ざ

左
膝

―

・     
― ・

今
ど
き
の
つ
ば
め

近
藤
　
睦
子
さ
ん

（下
北
島
、
５５
歳
）

今
年
も
ベ
ア
の
つ
ば
め
が
や

っ
て
来

て
＼
五
羽
の
ひ
な
つ
ば
め
が
誕
生
し
た
。

あ
る
日
の
朝
、
主
人
が
今
日
巣
立
ち

す
る
ぞ
こ
言
う
の
で
見
て
い
た
ら
、
十

分
も
し
な
い
内
匠
巣
立
ち
、
ほ
っ
と
す

る
と
共
に

一
抹
の
滞
し
さ
も
感
じ
た
。

＼

散 歩 道
投書のページ

絵画グループ「トロヮ」

猪 口 玉 喜 さん
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平成10年 8月 1日広 報 ち く ご

う

れ

身
体
匠
ハ
ン
デ
ィ
を
持

つ
子
ど
も
た

ち
の
不
自
由
さ
の
解
消
を
目
的
に
、
水

田
小
学
校
匠
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
者
え
る

会
が
昨
年
の
二
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

い
　
す

現
在
、
同
校
で
は
車
椅
子
を
使
用
し

て
い
る
子
ど
も
と
、
心
臓
疾
患
の
あ
る

子
ど
も
が

二
名
ず

つ
い
ま
す
。
学
校
の

中
で
の
二
匿
や
三
階
の
教
室
へ
の
霧
動

な
ど
は
、
本
人
は
も
こ
よ
り
友
だ
ち
も

先
生
も
、
階
段
の
昇
り
降
り
に
緊
張
を

強
い
ら
れ
、
い
つ
事
故
が
記
こ
る
か
分

か
ら
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

者
え
る
会
と
し
て
は
、
約
六
千
七
百
名

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
た
め
の
請
願

署
名
簿
を
市
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
十
九
回
市
議
会
例
会
に
て

採
択
さ
れ
、
本
年
度
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
の
た
め
の
調
査
委
託
料
と
し
て
二

百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
設
置
の
方
向
匠

一
歩
近
づ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
国
つ
ら
の
補
助
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
＼
市
単
独
の
設
置
は
難

し
い
そ
う
で
す
。
れ
た
ち
と
し
て
は
、

同
じ
学
校
内
で
ハ
ン
デ
ィ
を
持

つ
子
ど

も
も
持
た
な
い
子
ど
も
と
同
様
に
、
伸

び
伸
び
と
学
校
生
活
を
送

っ
て
ほ
し
＜
＼

市
単
独
で
で
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

を
実
現
し
て
ほ
し
い
こ
願
っ
て
い
ま
す
。

（係
か
ら
）

教
育
委
員
会

で
は
、

で
き

る
だ
け
早

く

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置

で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

)

し
よ
う
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か

ら
、　
一
生
け
ん
命
練
習
し
て
い
ま
す
。

で
も
＼
や
っ
ば
り
友
達
と
遊
び
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
心
の
ど
こ
か
に
あ
り
ま

す
。
で
も
、
あ
と

一
年
な
の
で
が
ん
ば

り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

七
　

ク
拿

北
嶋
恵
津
子
さ
ん

（欠
塚
、
３２
歳
）

今
年
は
上
の
子
が
小
学
三
年
生
に
な

る
の
で
、
七
ダ
を
し
て
も
喜
ば
な
い
か

な
と
思
い
、
や
め
よ
う
と
し
て
い
た
ら
、

下
の
女
の
子

（
四
歳
）
が

「
七
ダ
し
よ

う
よ
」
と
言
う
の
で
、
主
人
に
竹
を
取

つ
て
き
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

下
の
子
は
、
あ
り
紙
で
い
っ
し
よ
う

け
ん
め
い
か
ざ
り
を
作

っ
た
り
、
習
字

紙
で
こ
よ
り
を
よ
っ
た
り
し
て
い
た
。

あ
兄
ち
ゃ
ん
に

「
七
ダ
か
ざ
ろ
う
よ
。

願
い
ご
と
を
か
か
ん
ね
」
と
言
う
と
、

「
ぼ
＜
の
願
い
は
か
な
わ
ん
」
と
言
う
。

理
由
を
聞
け
ば
＼

「
ぼ
＜
の
誕
生
日
が

早
＜
き
て
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
カ
セ
ツ
ト
が

欲
し
か
。
そ
げ
ん
こ
つ
か
な
わ
ん
け
ん

書
か
ん
Ｈ
」
と
の
返
事
。
ハ
ー
こ
私
は

た
め
忍
を

つ
き
＼
今
の
子
は
夢
が
な
い

の
か
な
と
思
い
な
が
ら

「
物
欲
で
は
な

＜
、
形
の
な
い
願
い
ご
と
も
あ
る
よ
」

と
言

っ
て
も
知
ら
ん
ぶ
り
。
淋
し
い
気

持
ち
に
な

っ
た
。

こ
こ
ろ
が
そ
の
夜
＼
風
が
強
＜
て
か

ざ
り
が
庭
に
こ
ん
で
い
た
。
あ
兄
ち
ゃ

ん
が
そ
れ
を
拾
い

「
竹
に
は
め
と
な
ん

ね
」
と
言
う
で
は
な
い
か
。

ま
だ
ま
だ
、
わ
が
子
も
捨
て
た
も
ん

で
は
な
い
な
と
思

っ
た
。

事

●四
百
字
程
度
に
ま
と
め
、
題
名
・

住
所

・
氏
名

。
年
齢

・
電
話
番
号

を
書
い
て
応
募
く
だ
さ
い
。
編
集

の
都
合
で
原
文
を
要
約
し
た
り
、

表
現
を
変
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
投
書
の
あ
て
先

〒
８
３
３
１
８

６
０
１

（住
所
不
要
）
筑
後
市
役

所
企
画
課

「散
歩
道
係
」
ａ
０
４

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
願
う

末
　

永ヽ
　
隆
　
次
　
郎
　
さ
　
ん

　

（水
田
中
、
４７
歳
）

私
と
野
球

古
賀
　
沙
織
さ
ん

（野
町
、
１２
歳
）

れ
が
な
ぜ
野
球
を
始
め
た
０
こ
い
う

と
＼
私
の
あ
兄
ち
ゃ
ん
が
水
田
ボ
ー
イ

ズ
睦
入
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
三
年
生

の
時
＼
女
の
子
も
入
っ
て
い
い
よ
う
に

な
り
＼
友
だ
ち
と
い
っ
し
よ
に
入
り
ま

し
た
。

四
年
生
に
な

っ
て
こ
う
は
＜
せ
ん
を

し
た
時
、
私
は
ピ
ツ
チ
ャ
ー
を
し
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
、
よ
＜
ス
ト
ラ
イ
ク
が

入
り
ま
し
た
。
そ
れ
い
ら
い
、
私
は
ピ

ツ
チ
ャ
ー
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

六
年
生
に
な
り
、
私
は
背
番
号
１
番

を
も
ら
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ

ー
ク
の
山
内
水
天
宮
杯
で
＼
初
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、

ビ

ツ
チ

ン
グ
も
絶
好
調
で
試
合
に
も
勝

ち
ま
し
た
。
私
の
今
年
の
目
標
は
＼
ホ

ー
ム
ラ
ン
を
打

つ
こ
と
だ

っ
た
の
で
、

目
標
を
た

つ
せ
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
は
、
も
う

一
つ
目
標
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
年
の
大
会
で

一
回
は
ゆ
う

)

五

めざせ 全員三振 !!

゛

横

１
内
線

１
５
２

<バイク事故を防ぐための心掛|す >

ヘルメットを必ず着用…過信や慢心は命とり…

常に基本に忠実な運転を

よく目立つ服装
で乗車…目立つ

色は白や赤など。

夜間は反射材の

利用も

バイクは昼間
もライトオン
ー・ほかから見
えにくいバイ
クを見やすく

します

Sマークなどのついた

正規のものを

整
備
や
点
検
を
十
分
に
行
う
。

運
転
前
点
検
を
習
慣
に

8月 19日 は 「バイ クの 日」

考えよう バイクのこと

●

腫
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また、会う日まで

O ALTのジョイナーさん最後の授業

う
」れa2と

あれa2と
ー

平成 8年 9月 か

ら、ALT(外国語
補助教員)と して
市内各中学校で本

場の生きた英語を

教えてくれたグレ

ース・マリー・ジ

ョイナーさんが、

7月 17日 、任期内

―
ま
ち
の
話
題
―rす奪

‐

▲ビンゴゲームを通して英語を教えるジョイナーさん

最後の授業を筑後中学校で行いました。

1年 2組の教壇に立った彼女は、38人の生徒
たちにプリントを配り、ビンゴゲームを取り

入れた楽しい甥町れの授業"を組み立てました。

2年の任期を終えた彼女は、 2学期から、
甘木市教育委員会のALTと して引き続き中学
校での外国語指導にあたるとのことです。

後任には、同じアメリカ合衆国出身のダレ

ン・ハシモトさん (26歳)が筑後市にやって
来ます。

同和問題をはじめとするあらゆる人権問題を市

民一人ひとりの自己啓発で解決していこうと7月

16日 、サザンクス筑後で「第17回 同和問題・人権

啓発推進大会」がありました。

大会では、地域や団体、企業での啓発活動の推

進やえせ同和行為の排除、身元調査おことわり運

動の推進などが盛り込まれた今年度の活動方針が

承認されました。

大会宣言の後、フリージャーナリストの田村正

男さんの講演がありました。田村さんは「人権問

題は、変なことに気づく人間が多くならないと解

決できない。そんな人間になるには毎日の実践が

大切で、それを積み重ねないと差別そのものが、

自分自身にみえてこない」と約600人の参加者に

何度も訴えました。               ▲田村さんの講演に耳を傾けるみなさん

参加したみなさんは、この日を契機に、さらに一歩踏み込んだ差別撤廃のとりくみを実践してくれているこ

とでしょう。

たつた●から変なことに気ブく人間に
0同 和問題 。人権啓発推進大会

４
０
０
肝
リ
レ
ー

０

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ

８
月
２８
日
か
ら
東
京

で
開
か
れ
る
全

国
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

に
県
代
表
と

し

て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た

「筑

後
ジ

ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
」

の
女

子
選
手
た
ち
が
、
７
月
２．
日
、
馬
場
市

長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

出
場
す

る
の
は
、
難
波
く
み
こ
さ
ん

（筑
後
北
小
６
年
）
、
松
尾
真
希
さ
ん

（羽
犬
塚
小
６
年
）
、
宇
佐
原
未
希
さ

ん

（同
）
、
樺
島
舞
さ
ん

（同
）
、
北

原
理
恵
子
さ
ん

（柳
川
市

・
柳
河
小
６

年
）

の
５
人

で
す
。
彼
女
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
、

「県
大
会
よ
り
好
タ
イ
ム
を
」

「
バ
ト

ン
パ
ス
を
う
ま
く
」
な
ど

の
目

標
を
持

っ
て
４
０
０
肝

リ
レ
ー
に
臨

み

ま
す
。
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

と
れ
と
れ
に

自
己
目
標
を
掲
げ

(16)



まつりには、寄宿生の家族のほか、卒業生や市内の小学生、短大生、地区の人たち

など約400人が訪れ、飛び入り参加して今や恒例となったまつりをさらに盛り上げま

した。

生きることのすばらしさや人

との輪の大切さを学び、規律正

しい生活をも身につけてもらお

うと実施する「第18回少年の船」

の結団式が7月 12日 、サンコア

広 報 ち く ご

手作りのまつりて地)或交流

0筑 後養護学校寄宿舎夏まつり

親元を離れ寄宿舎で暮らす筑後養護学校 (秋原泰男校長、207

人)の児童・生徒53人が、地元の人たちと交流を深めようと7

月4日、同校体育館で「第14回寄宿舎夏まつり」を開きました。

この日のためにチラシを配り、太鼓の練習やみこし作りをが

んばってきたという寄宿生たちは、青い法被姿で「ヨイサ、ソ

ーレ」と掛け声を上げながら、和太鼓の演技を披露しました。

また、手作りの人気キャラクターみこしを上下に揺らし、気勢

を上げながら会場内を練り歩きました。

▲はきはき、きびきびに保護者らも感心

▲みごとなバチさばきをみせる寄宿生たち

▲ピカチュウみこしだワッショイ

厳しさを蒸り越え期待膨らを

0少 年の船結団式

平成10年 8月 1日

う

●

０

●

０

●

●

〔
′

く
ヽ

　

電

であり、事前研修を終えた69人の児童たちは晴れの団員決定書を受け取りました。

<回員決定書を神妙な面持ちで   式の中で、船の会会長・永松正一さんから「厳し
かった研修、よくがんばりました。これも楽しい本

研修のためです。からだに注意して本番まで過ごし

てください」とねぎらいのあいさつを、団長の田中

幸裕さんからは「3回の事前研修でみんなが変わっ

ていくのがわかりました。本研修では、もっとすば

らしい子どもに変わってくれることと思います」と

歓迎のあいさつを受けた団員たちは、本研修への期

待を大きく膨らませていました。

彼らは、7月 25日から28日 までの3日間、沖縄県

や与論島 (鹿児島県)で、この夏最大の思い出をつ

くって来たことでしょう。

氏        ヽ

ノ

)

)

剣
　
透

０

原
□
真
紀
さ
ん

筑
後
市
出
身
の
女
性
剣
士
で
初
め
て

全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
に
出
場

す
る
原
口
真
紀
さ
ん

（鹿
屋
体
育
大
学

４
年
）
が
７
月
２．
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

馬
場
市
長
に
そ
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

常
用
出
身
で
、
下
妻
小
学
校
３
年
の

時
に
剣
道
を
始
め
た
と
い
う
彼
女
は
、

今
年
の
６
月
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し

た
福
岡
県
予
選
で
み
ご
と
準
優
勝
し
、

全
国
大
会
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

９
月
１３
日
に
名
古
屋
で
開
か
れ
る
大

会
で
は

「上
位
進
出
で
き
る
よ
う
に
精

一
杯
が
ん
ば
り
た
い
」
と
馬
場
市
長
に

あ
い
さ
つ
し
た
原
口
さ
ん
、
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

宝
ビ
大
主
ピ
場
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平成10年 8月 1日

'い
きわやかに霞をのりきろう

ス
ト
レ
ス
と
は

人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
は
、
ま
わ

り
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

暑
さ
寒
さ
の
よ
う
な
物
理
的
な
も
の
、

職
場
環
境
、
仕
事
の
苦
労
な
ど
精
神
的

な
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

私
た
ち
の
林
は
、
ま
わ
り
に
抵
抗
し

た
り
適
応
し
た
り
し
て
調
整
し
、
生
命

を
維
持
し
て
い
こ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ

っ
て
起
こ
る
体
の
変
化
を
ス
ト
レ

ス
と
い
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
は
プ
ラ
ス
面

も
あ
る

刺
激
が
少
な
い
と
無
気
力
に
な
リ
ボ

ケ
が
早
ま

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
適
度
な

ス
ト
レ
ス
や
緊
張
感
が
あ
る

と
仕
事

の
能
率
が
上
が
り
、
思
わ
ぬ
ア

イ
デ

ア
が
浮
か
ん

で
く
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に

ス
ト
レ
ス
は

マ
イ
ナ

ス

イ
メ
ー
ジ
だ
け

で
な
く
、
プ

ラ
ス
面

で

の
効
用
も
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
引
き

起
こ
す
病
気

ス
ト
レ
ス
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
長

く
続
く
と
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
く

ず
れ
て
、
や
が
て
本
当
の
病
気
が
起
こ

っ
て
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
引
き
起
こ
す
病
気
に
は
、

ス
ト
レ
ス
潰
瘍
、
動
脈
硬
化
、
高
血
圧
、

心
臓
病

（不
整
脈
、
心
筋
梗
塞
な
ど
）
、

下
痢
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
神
経
痛
、
ア
レ

ル
ギ
ー

（気
管
支
喘
息
、
じ
ん
麻
疹
な

ど
）
、
無
月
経
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
病
気
に
な
ら
な
い

よ
う
に

「積
極
的
な
休
養
の
す
す
め
１６

ヵ
条
」
を
実
践
し
、

「
ス
ト
レ
ス
解
消

の
メ
ニ
ュ
ー
」
を
参
考
に
し
て
こ
の
夏

を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

はから持ち込める
趣味を持つ

″

◆日曜祝 日在宅医
2日 小林外科医院 (長浜 )

853-1001
坂井医院 (上町 )

853-2586
9日  日前耳鼻科 (停車場 )

853-3776
吉山医院 (西原西 )

853-3377
16日  田中整形外科医院 (野
町)      853-5000
伊藤医院 (溝日町 )

853-3531
23日 佐藤外科 (上町 )

853-3589
植田病院 (大和 )

853-5161
30日

 響欝
田整形外科 饉 漁
853-6811

永田医院 (船小屋 )

853-3271
救急指定病院 (全日曜祝日)

筑後市立病院 (和泉西 )

853-7511
◆広域眼科在宅医
2日 はたせ眼科 (小郡市小
郡)     873-1377

9日 実吉眼科 (久留米市天
神田丁)    832-0602

16日 中島眼科 (久留米市野
中町) 844-2030

23日 橋本眼科 (小郡市大板
井)      a72-2335

30日 槙眼科 (久留米市城南
町)      832-4807

◆歯科休 日診療

八女歯科医師会館内の救急

医療センター (八女市本町 )
80943-24-4829

て
″
`

〃ク

ゲ

l③ゆでた大豆を使った「ポークビー |

軽い運動で
いい汗をかく

ンズ」

④粉末アーモンド、ごま油を使った
「青菜とはるさめの中華風サラダ」

で連絡 してください。

7月 10日 3歳児健診 (保健セン
ター)で撮影 しました。
希望者には写真を差 し上げます。

積極的な休査のすすめ
16ヵ条

第 1条 休日は体を休める日では

ない。ゴロ寝より体を上手に動

かすことが疲労回復のコツ

第 2条  1週間のスタートは休日

から。休日をウォーミングアッ

プの日としたい

第 3条 休日だから早起きをする。

早朝散歩で気分爽快

第 4条 昼食後は昼寝をする

第 5条 空白の時間をもとう。時

には頭を空っぱにして、心身の

緊張をときほぐす

第 6条 熱中できる趣味をもつ

第 7条 遊び上手になれ

第 8条 ストレスにはストレスを

第 9条 休日の主導権を握ろう

第10条 心にいい汗をかこう

第11条 栄養をバランスよくとる

第12条 食事はゆっくりよくかんで

第13条 入浴、睡眠を有効に

第14条 社会性をもとう

第15条  自分のための休日をもとう

第16条 人との対話は積極的に

(18)い・増やさない・をつ | をO-157対策 食中 の ましょう
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日乳幼児健診 13:30～ 14:30 保健センター
母子手帳を持ってきてください。

☆乳児健診 (4カ 月児)
。28日④ 平成10年 4月 生まれの子
☆10カ 月児健診
・ 6日休l 平成 9年 10月 生まれの子
☆ 1歳 6カ月児健診
・21日④ 平成 9年 1月 生まれの子
☆ 3歳児健診
・ 7日④ 平成 7年 7月 生まれの子
尿検査用の尿と記入したアンケート用紙を持

ってきてください。

日各種教室

☆もうすぐパパ・ママ教室 10:00～ 12:00
保健センター

。6日内 妊娠初期保健指導とビデオ
・13日 lttl 妊娠中期保健指導と妊婦体操
・20日休l 妊娠後期保健指導と育児について
パパも積極的に参加してください。

☆おっばい教室 10:00を 12:00
保健センター

。27日曲 母乳育児と母乳管理について
☆乳幼児数室 10:00～ 12:00

保健センター

・ 2日 (日)1～ 2歳児とそのお母さん、お父さん
親子遊び、おやつの試食、生活上の注意など

☆地域親子教室 10:00～ 12:00 島田公民館
・28日④ 親子プレイ、紙芝居、虫歯予防など
古島校区のお父さん。お母さん、お子さんと一

緒においでください。

☆健康体操教室 10:00～ 12:00
保健センター

・ 7日 0 ストレッチ体操とエアロビクス
講師=田中もと子先生
☆減量教室 9:30～ 12:00 保健センター
。11日 側 運動療法 :ス トレッチ、ウォーキン
グ、ダンベル体操  講師=田辺義明先生
最終日ですので記録表を持ってきてください。

☆体力増進教室 13:30～ 15:30
保健センター

。11日 (剣 ストレッチ、エアロビクス、ダンベ
ル体操

☆糖尿病友の会 9:30～ 12:00
保健センター

。24日 l月)糖尿病食の調理実習
☆操体法リーダー教室 13:30～ 15:30

保健センター
。27日 lttl 指導者をめざす皆さんの参加を待っ

ています。

☆食生活改善推進教室 9:30～ 12:00

▼問合せ=健康課
奮⑬4111内線311か 312

保健センター
。31日 l月)肥満予防の食生活 (調理実習)、 竹ふ
み、棒体操

☆リハビリ教室 保健センター (バスで送迎)
。毎週水曜日 13:00～16:00 ウォーキン
グ、ストレッチ、竹ふみ、棒体操、作品作り

※40歳以上の人で、脳卒中等で身体に障害が

あり、週 1回程度の通所を希望される人は

健康課に申し込んでください。

☆地域リハビリ教室 溝口町公民館
・毎週水曜日  9 :15～ 12:00
日各種相談
☆健康相談
・ 5 日17k1  18:30～ 14:30

総合福祉センター
。21日 ④ 10:00～ 11:30 久富集会所
。28日 ④ 10:00～ 11:30 保健センター
☆妊婦相談 13:00～ 15:00 保健センター
。2日 l日)妊娠中の心配事など
☆育児相談 10:00～ 12:00 保健センター
・ 2日 (日)育児について、心配事など
日 9月 は…
。2日 lアkl リハビリ教室 13:00～ 16100

保健センター

・ 2日 lttl 地域リハビリ教室 9:15～ 12:00
溝口町公民館

健康ホロ談  13:30～ 14:30
総合福祉センター

。3日休l もうすぐパパママ教室
10:00～ 12100

。4日④ 健康体操教室 10:00～ 12:00
。 7 日(月) 乳幼児教室  10:00～ 12:00

局脂血症教室 13100～ 15:00
3日、4日、7日 はいずれも保健センター

高齢者実態調査にご協力をお願いします

市では、今回高齢者実態調査を実施します。

この調査は、平成12年 4月 に始まる介護保険や

高齢の人への行政のあり方を検討するための資料

にするものです。

対象は、65歳以上 (4月 1日現在)で、現在福
祉サービスなどを受けていない人です。行政区を

通して隣組長さんに調査票の配付・取りまとめを

していただきます。

対象となる人は、調査票にもれなく記入のうえ

隣組長さんへお渡しください。ご協力をよろしく

お願いします。

配付 :8月 上旬  回収 :8月 中旬

今日の宙生行事
う

〕

)

じ

―)
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市役所への問合せ

奮0942‐53-4111
サンコアヘの問合せ

a0942‐53-2516

広 報 ち く ご平成10年 8月 1日

障
害
者
施
策
推
進
協
議
会

委
員
募
集

市
で
は
本
年
３
月
、
今
後
１０
年
間
に

取
り
組
む
べ
き
障
害
者
施
策
と
目
標
な

ど
を
定
め
た

「筑
後
市
障
害
者
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
進
め
方
な
ど
に

つ
い
て

調
査

・
審
議
を
し
て
市
に
助
言
す
る

「筑

後
市
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
」

の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

（応
募
資
格
〕
市
内
に
住
ん

で
い
る
人

で
２。
歳
以
上

の
人

〔募
集
人
数
〕
２
人

〔委
嘱
期
間
〕
委
嘱
し
た
日
か
ら
２
年

間
〔委
員
会
〕
年
に
２
～
３
回
開
催
予
定

〔報
酬
〕
会
議
出
席

１
回
に

つ
き

４
５

０
０
円

〔応
募
方
法
）

「筑
後
市
障
害
者
基
本

計
画
に
期
待
す
る
」

の
テ
ー

マ
で
作
文

（
１
２
０
０
字
程
度
）
を
書

い
て
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し

て
福
祉
事

務
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人

は
、
作
文

の
裏
面
に
障
害
名
、
等
級
等

を
書
い
て
く
だ
さ
い

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
作
文
で
選

考
し
ま
す

〔締
切
り
〕
８
月
１７
日
何

〔問
合
せ
〕
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（奮
０
４
１
１
１
内
線
２
２
６
）

ヘ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
で
は
、
県
営
住
宅
空
家
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

（募
集
住
宅
〕
県
内
に
あ
る
１０
月
～
来

年
３
月
に
空
家
見
込
み
の
県
営
住
宅

※
筑
後
地
区
＝
筑
後
市
、
大
牟
田
市
、

久
留
米
市
、
柳
川
市
、
甘
木
市
、
八
女

市
、
大
川
市
、
小
郡
市
、
八
女
郡
、
三

渚
郡
、
山
門
郡
、
三
池
郡
ほ
か

〔申
込
み
〕
９
月
１
日
側
～
・０
国
内
ま

で
に
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理

部

へ
（申
込
み
書
配
布
〕
市
都
市
対
策
課
、

県
庁
、
筑
後
地
区
県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

（久
留
米
市
合
川
町
）
ほ
か

（問
合
せ
〕
筑
後
県
営
住
宅
管
理
事
務

所

（久
留
米
市
合
川
町
ａ
⑩
２
６
６
０
）

こ
ど
も
１
１
０
番
の
＜
る
ま

全
国
各
地
で
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り

が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件

・
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

県
タ
ク
シ
ー
協
会
筑
後
支
部
で
は
、

タ
ク
シ
ー
に

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
く

る
ま
」

の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
は

っ
て
、
子

ど
も
や
お
年
寄
り
が
被
害
に
会

い
そ
う

に
な

っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
ら
、
無

線

で
警
察
に
通
報
す

る
よ
う
に
し
ま
し

た
。市

で
も

「
こ
ど
も
１
１
０
番

の
い
え
」

を
設
置
し
、
地
域

で
子
ど
も
を
守

っ
て

い
ま
す
。

ご
家
庭

で
も
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り

の
安
全
に

つ
い
て
、
話
し
合

っ
て
み
て

く
だ
さ

い
。

〔
問
合
せ
〕
県
タ
ク
シ
ー
協
会
筑
後
部

会

（ａ
０

２
１
２
６
）

ヘ

福
銀
船
小
屋
特
別
出
張
所
廃
止

仰
福
岡
銀
行
筑
後
支
店
の
船
小
屋
特

別
出
張
所
が
、
８
月
７
日
で
廃
止
さ
れ

ま
す
。

現
在
、
同
出
張
所
で
税
金
、
国
民
年

金
保
険
料
、
水
道
料
、
保
育
料
、
市
営

住
宅
家
賃
な
ど
市
の
公
共
料
金
の
口
座

振
替
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
ま
ま

筑
後
支
店
に
引
き
継
ざ
ま
す
の
で
、
変

更
手
続
き
の
必
要
は
い
り
ま
せ
ん
。

〔問
合
せ
〕
会
計
課

（ａ
０
４
１
１
１

内
線
１
６
１
）

ヘ

Ｕ
タ
ー
ン
企
業
面
談
会

県
で
は
、
県
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を

希
望
す
る
人
と
地
元
企
業
採
用
担
当
者

と
の
面
談
会
を
行
い
ま
す
。

〔と
き

・
と
こ
ろ
〕
▼
８
月
１３
日
∩
Ｈ

Ａ
Ｉ
Ｍ
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（北

九
州
市
小
倉
北
区
）
▼
８
月
１４
日
④
Ｈ

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

（福
岡
市
博

多
区
）
時
間
は
い
ず
れ
も
正
午
～
午
後

４
時
半

〔対
象
〕
ふ
く
お
か
人
材
Ｕ
タ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
求
職
登
録
し
て
い
る
人

〔持

っ
て
来
る
物
〕
職
務
経
歴
書

〔問
合
せ
〕
県
職
業
安
定
課

（ａ
０
９

２

・
６

５

１

・
１

１

１

１

内

線

３

７

３

４
）

ヘ

自
動
車
事
故

被
害
者
援
護
制
度

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
動
車
事
故
の
被
害
者
保
護
の
た
め
の

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

団
交
通
遺
児
等
育
成
資
金

保
護
者
が
死
亡
や
重
度
の
後
遺
障
害

者

（自
賠
法
３
級
以
上
）
と
な

っ
た
家

庭
の
児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
に
資
金

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

このマークが目印です

市役所などでは、お盆のため業務日

の一部を変更します。

ご協力をお願いします。

団し尿くみ取り

8月 14日④～15日 tDを休みます

日不用犬引き取り

8月 11日側～14日 0を休みます
日サンコア

8月 15日ω～16日 (日 )を休みます

日総合福祉センター

8月 14日④～16日 (日 )を休みます

市役所 。市立病院・水田コミュニテ

ィセンター・惹歩療体育館・郷土資料

館などは平常どおり業務を行います。

※土 。日曜日のために休業する施設も

あります

お盆のためlホみます

(20)
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〔対
象
〕
Ｏ
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で

の
児
童

〔貸
付
金
〕

▼

一
時
金
＝
１５
万
４
０
０

０
円
▼
月
額

Ｈ
ｌ
万
９
０
０
０
円
▼
入

学
支
度
金
＝
４
万
４
０
０
０
円

〔貸
付
期
間
〕
貸
付
決
定
月
か
ら
中
学

校
卒
業

の
月
ま
で

（
返
還
方
法
〕
２。
年
以
内

の
均
等
払

い

（高
校

・
大
学

へ
の
進
学
者
は
、
そ
の

間
返
還
猶
予
）

日
重
度
後
遺
障
害
者

へ
の
介
護
料
支
給

頭
部
や
提
露

の
損
傷

に
よ
り
常
時
介

護
を
要
す

る
人

の
家
族

の
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
に
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

（対
象
〕
脳
損
傷
者
、
脊
髄
損
傷
者

（介
護
料
〕
月
額

４
５
０
０
円

（自
宅

介
護
は
２
２
５
０
円
）

日
問
合
せ

め

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡
主

管
支
所

（８
０
９
２

・
４
５
１

・
７
７

５
１
）

へ

ち
＜
ご
歩
こ
う
会

圃
バ
ス
ハ
イ
ク
参
加
者
募
集

九
州
の
秘
境
、
椎
葉
を
訪
ね
ま
す
。

（と
き
〕
９
月
２。
日
倒
～
２．
日
側

〔参
加
費
）
１
万
５
８
０
０
円

〔定
員
〕
３。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

※
９
月
２
日
困
午
後
３
時
か
ら
サ
ン
コ

ア
で
説
明
会
を
開
催
し
、
こ
の
時
参
加

費
も
徴
収
し
ま
す

囲
八
代
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
参
加
者
募
集

い
草
の
里
、
八
代
で
１０

ロ
キ
、
２。

ロ
キ
ョ

ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

（と
き
〕
９
月
２６
日
口
　
午
前
６
時
半

市
役
所
前
を
出
発

ID

〔参
加
費
〕
１
５
０
０
円

（申
込
み
の

時
に
徴
収
し
ま
す
）

〔締
切
り
〕
８
月
２３
日
側

囲
申
込
み

・
問
合
せ

ち
く
ご
歩
こ
う
会
、
原
田

（０
７
３

６
５
）

ヘ

介
護
支
援
専
門
員

県
で
は
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら
導
入

さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実
施

を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員

（ケ
ア

・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
試
験
を

行
い
ま
す
。

（と
き
〕
▼
１
回
目
＝
９
月
２７
日
回
▼

２
回
目
＝
１０
月
１．
日
□

（ど
ち
ら
か
１

回
し
か
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

〔と
こ
ろ
〕
▼
福
岡
会
場
＝
水
城
学
園

▼
北
九
州
会
場
＝
九
州
国
際
大
学

（１

回
目
）

。
九
州
共
立
大
学

（２
回
目
）

▼
筑
豊
会
場
Ｈ
近
畿
大
学
九
州
工
学
部

▼
筑
後
会
場
＝
久
留
米
大
学

〔資
格
〕
医
師
や
正
看
護
婦
の
資
格
を

持

つ
人
や
、
福
祉
施
設
等
に

一
定
期
間

勤
務
し
た
人
な
ど

〔受
験
手
数
料
〕
６
５
０
０
円

〔申
込
み
〕
８
月
１７
日
側
ま
で

※
申
込
書
は
八
女
保
健
所
、
県
八
女
福

祉
事
務
所
、
久
留
米
保
健
所
で
配
布
し

ま
す（問

合
せ
〕
県
保
健
福
祉
部
企
画
課
介

護
保
険
係

（ａ
０
９
２

・
６
５
１

・
１

１
１
１
内
線
２
７
３
９
）

ヘ

県

職

員

（
初

級

）
採

用

〔種
別
）

一
般
事
務
、
学
校
事
務
、
警

察
事
務
、
土
木
、
建
築
、
農
業
土
木

〔と
き
〕
９
月
２７
日
団

〔と
こ
ろ
）
香
椎
高
校
、
久
留
米
商
業

高
校
、
嘉
穂
東
高
校
、
北
九
州
高
校

〔資
格
〕
昭
和
５。
年
４
月
２
日
～
５６
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

（大
学
の
在

学
期
間
が
２
年
を
超
え
る
人
を
除
き
ま

す
）〔申

込
期
間
〕
８
月
２４
日
何
～
９
月
４

日
④〔問

合
せ
〕
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（ａ

０
９
２

・
６
４
１

・
３
８
８
３
）

ヘ

じ

●

婦

警

Ｂ

警
察
官
Ｂ
採
用

〔と
き
〕
１０
月
Ｈ
日
側

〔と
こ
ろ
〕
▼
婦
警
Ｂ
＝
福
岡
中
央
高

校
▼
警
察
官
Ｂ
Ｈ
福
岡
高
校
、
久
留
米

商
業
高
校
、
北
九
州
高
校
、
嘉
穂
高
校

〔資
格
〕
昭
和
４３
年
４
月
２
日
～
５６
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
（短

大
除
く
）
卒
業
者
以
外
の
人

〔試
験
科
目
〕
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、

身
体
測
定

〔申
込
み
期
間
〕
８
月
２．
日
④
～
９
月

９
日
囲

〔問
合
せ
〕
県
警
察
本
部
警
務
課

（ａ

０
９
２

・
６
２
２

・
０
７
０
０
）

ヘ

県
行
政
書
士

〔と
き
〕
１０
月
２５
日
団
　
午
後
１
時
～

〔と
こ
ろ
〕
福
岡
工
業
大
学

（福
岡
市

東
区
和
白
東
）

（申
込
期
間
〕
９
月
１
日
側
～
・８
日
④

〔中
込
書
配
布
〕
筑
後
地
区
県
民
情
報

コ
ー
ナ
ー

（久
留
米
市
合
川
町
、
県
久

留
米
総
合
庁
舎
内
）
な
ど
で
配
布

〔問
合
せ
〕
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は

県
地
方
課

（ａ
０
９
２

・
６
２
２

・
６

３
９
１
）

へ

)

豊かさ実慰 〇

下水道整備できれいな水を次世代へ…

矢
部
川
流
域
下
水
道

（県
事
業
）
は
、

昨
年
１２
月
２５
日
に
建
設
大
臣
の
認
可
を

受
け
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
筑
後
市
公
共
下
水
道

事
業
に
取
り
組
む
た
め
に
、
筑
後
都
市

計
画
下
水
道
の
都
市
計
画
決
定
を
行
い

ま
す
。
市
で
は
、
７
月
２．
日
、
都
市
計

画
審
議
会

（市
議
会
、
農
業
委
員
会
、

行
政
区
長
会
、
農
業
協
同
組
合
、
商
工

会
議
所
の
各
機
関
か
ら
選
出
さ
れ
た
１０

人
で
構
成
さ
れ
る
市
長
諮
問
機
関
）
で

計
画
案
の
決
定
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
広
く
み
な
さ
ん
に
こ
の
案
を

見
て
い
た
だ
く
た
め
、
計
画
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。
縦
覧
の
内
容
は
、
下
水
道
の

名
称
、
排
水
区
域
な
ど
で
す
。

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

〔と
き
〕
８
月
４
日
例
ヽ
１７
日
側
　
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時

（土

。
日
曜
日
は
除

く
）〔と

こ
ろ
〕
下
水
道
課

（市
役
所
本
庁
舎

中
２
階
）

〔問
合
せ
〕
同
課

（ａ
０
４
１
１
１
内
線

２
５
０
）

ヘ

計画下水道案の縦覧筑

〇◇

呼
Ｏ
ｏ
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サ
ン
コ
ア

・

中
央
公
民
館

広 報 ち く ご平成10年 8月 1日

保
育
サ
ー
ビ
ス
講
習
会

労
働
省

の
女
性
就
労
支
援
事
業

の

一

環
と
し

て
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
講
習
会
が

開
講
さ
れ
ま
す
。
全
課
程
を
修
了
す

る

と
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

（
と
き
〕
９
月
３
日
～

・１
月
１２
日

（毎

週
木
曜
日
、
全
１１
回
）

※
講
習

日
に
よ

っ
て
開
始
時
間
が
異
な

り
ま
す

の
で
問
合
せ

て
く
だ
さ

い

〔
と

こ
ろ
〕
サ
ン

コ
ア

〔内
容
〕
保
育
を
提
供
す

る
た
め

の
基

礎
を
学
習

〔定
員
〕

３。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔
託
児
〕
希
望
さ
れ
る
人
は
、
申
込

み

の
と
き
申
し
出

て
く
だ
さ
い

〔受
講
料
〕
無
料

※
原
則
と
し

て
、
講
習

の
全

日
程
に
参

加

で
き
る
人
が
対
象

で
す

〔申
込
み

・
問
合

せ
〕
サ
ン

ヨ
ア

（
ａ

０

２
５
１
６
）

へ

遊

・
Ｙ
Ｏ
ｕ

・
尊

日
松
原
小
学
校
区

〔
と
き
〕
８
月
８
日
ω
　
午
後

８
時
～

９
時
半

〔
と

こ
ろ
〕
熊
野
公
民
館

〔
テ
ー

マ
〕
▼
花

つ
く
り

（葉
ボ

タ
ン

の
種
ま
き
）

▼
健
康
教
室

（ど

こ
で
も

だ
れ
に
で
も
す
ぐ
で
き
る
操
体
法
）

〔講
師
〕
中
央
公
民
館
と
健
康
課
の
職

員囲
筑
後
北
小
学
校
区

（と
き
〕
８
月
１２
日
ｍ
　
午
後
８
時
～

〔と
こ
ろ
〕

一
条
福
祉
館

〔
テ
ー
マ
〕

「い
ま
、
学
校
で
は
」

〔講
師
〕
井
上
知
己
さ
ん

圃
問
合
せ

中
央
公
民
館

（ａ
０
２
５
１
６
）

ヘ

志
飯
七
夕
窟
器
り

〔と
き
〕
８
月
８
日
ω

（雨
天
の
場
合

は
９
日
倒
）
午
後
６
時
～

〔と
こ
ろ
〕
赤
坂
神
社
と
赤
坂
公
民
館

広
場〔内

容
〕

▼
赤
坂
子
供
太
鼓

▼
子
供
御

輿

▼
サ
ー
ク
ル
発
表
会

▼
福
引
き
大
会

▼
北
海
太
郎
オ

ン
ス
タ
ー
ジ

（歌
謡
声

帯
模
写
）

〔問
合
せ
〕
赤
坂
行
政
区
長
（
梅
野

（ａ

⑫

８
３
１
６
）

ヘ

諏
調
神
社
Ａ
畑
六
泰

〔と
き
〕
８
月
２２
日
口

（雨
天
順
延
）

午
前
９
時
～
午
後
１０
時
半

〔と
こ
ろ
〕
諏
訪
神
社
境
内

〔内
容
〕
▼
青
空
市
場
▼
子
ど
も
み
こ

し
▼
大
綱
と
び
▼
宝
さ
が
し
▼
諏
訪
太

鼓
▼
盆
踊
り
▼
お
楽
し
み
抽
選
会

〔問
合
せ
〕
諏
訪
神
社
八
朔
大
祭
奉
賛

会
、
中
村

（８
＠
５
０
３
１
）

ヘ

夏

ま

つ
り

檀雰我氏文化講演会
～ふるさと文化創生事業～

教育委員会では、中牟田出身の書家 。檀琢哉

さんの文化講演会を開催します。

【と き】8月 30日 (日)午後 2時～
【ところ】サンコア軽運動室

【演 題】「人は誰でも芸術家である」
【講 師】檀琢哉 (本名 :塚本和吉)さ ん
創作書体「動書」を創造し、宗家として活躍

中。昨年、国際学士院会員に推挙され、米国学

士院会員「アカデミシャン」の称号を持つ

【入場料】無料

【問合せ】社会教育課 (853-4111内線432)
※講演会終了後、サンコア和室で特別揮亀会が

あります。くわしくは、動書後援会筑後支部、

山口秀雄さん (80944-63-7681)ヘ

相  談 と   き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

健康に関する
総 合 相 談

毎週金曜日
午前 9時～正午

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合
相談     (院 長、総婦長等 )

市立病院総務課
8短)7511

の
談
体
相
と
害
心
障

8月 12日い
午後 1時半～4時

福祉事務所
相談室

障害者 (児)やその家族の悩みな
ど       (社 会福祉士)

福祉事務所
臼04111内線226

補聴器相談
8月 4日ω
8月 18日 の
午前 10時～正午

福祉事務所
聴覚障害者用の補聴器について相
談、修理など   (指 定業者)

福祉事務所
804111内線226

を
さ
育

害
子
の

障
お
め

もった
んのた
児相談 午後 時半

毎月 日
３
曜

”

水
半
１
時
第
１

福岡県八女
総合庁舎
2階

交流会、母子プレイ、学習会、子
育て相談会

の ス

八女保健所保健課
健康増進係
80943∈)1151

レス相談

談
健
相
保
健
神
保
精
神
人
精
老
談
ト
相
ス

毎週月曜日
午後 1時～ 2時半

福岡県八女
総合庁舎
2階

精神保健、老人精神保健、ス トレ
スに関する相談

(専門の医療スタッフ)

八女保健所保健課
精神保健福祉係
80943電91151

511)

ン

イこ イこ ンソ じ

在 宅 介 護 談 ( 護支援セ在宅介 夕 )

の介護 関 るす み悩 どな の高齢者の ル ワ カF弓専相談 ヤ や が看護婦 応 ます
と《 き 曜日 日(土常時》 祝 日 間夜 設 やは施 院病 がの看護婦等 応対 まし す )

1と ろ《 パク ) / ,レ》 8⑫0630( ) 4398⑭ l ) 芳(
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(日程は都合により変更される場合があります)
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「昭和」という国家  司馬運太郎著
氏は'96年 2月 に72歳で急逝

しました。本書はNHK ETV
8『雑談「昭和」への道』の放

送記録を出版化したものです。

苦渋に満ちた氏の言葉の背後

に、どんな真意があったので

しょうか。
じ どう む

怖 n話をど0ぞ…
図書室は
サンコアに
あります

『村山壽子作品集』全3巻 絵:村山知義

<児 童 向 き >
きょうりゅうつかいのタロタロチン

ひらいてまもる

平出衛

いとうひろし
g来のお手蛍の答

中村翔子

そこなしもりのまんなかで

お手玉
え がお  あした

笑顔の明日にむかって

今
回
は
、
幽
霊
の
で
て
く
る
日
本
古
来
の
も
の
か
ら
、
近

・
現
代
作
家
の
作
品
ま
で
、
日
本
の
夏
に
ふ
さ
わ
し
い
、
こ

わ
―
い
怪
談
話
を
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

「怪
談

。
骨
董
他
」
小
泉
八
雲
著
、

「夢
十
夜
」
夏
目
漱

石
著
、

「高
野
聖
」
泉
鏡
花
著
、

「注
文
の
多
い
料
理
店
」

宮
沢
賢
治
著
、
「件
」
内
田
百
問
著
、
「卵
」
夢
野
久
作
著
（

「新
聞
紙
」
三
島
由
紀
夫
著
、

「熊
の
木
本
線
」
筒
井
康
隆

著

（全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
も
多
い
の
で
、
見

つ
か

ら
な
い
と
き
は
、
係
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
）

だ
れ
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

く

ら

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
誰
も
い
な
い
暗
い
廊
下
や
便
所
の
暗

闇
な
ど
、
い
わ
ば
外
界
の
闇
が
怖
い
も
の
で
す
が
い
大
人
に

な
る
と
そ
う
で
は
な
く
、
人
の
意
識
の
中
に
あ
る
も
の
の
方

が
不
気
味
に
思
え
て
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
人
間
こ
そ
が

一
番

恐
ろ
し
い
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
怪
談
は
、
人
間
の
内
面
の
閣

に
目
を
む
け
た
恐
ろ
し
い
話
で
す
。
ふ
だ
ん
は
現
代
ミ
ス
テ

リ
ー
を
読
ん
で
い
る
人
も
、
こ
の
夏
は
怪
談
を
読
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

昭
和

とザ
国
家

☆
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

☆
閉
館
日
　
３
日
何

ｏ
・０
日
側

・
１６
日
団

・

・７
日
側

・
２４
日
何

ｏ
３．
日
∩

☆
中
央
公
民
館
図
書
室
　
ａ
∩
０
２
５
１
６

８
口
①
７
２
０
０

サウンド・オブ・ミュージック

マリア・フォン・トラップ

<一 般 向 き >
全国 60歳からの宿選び     弘済出版社
子供の自分くずし、その後     竹内常一
地域生物資源活用大事典       藤巻宏
おしゃれする            大橋歩

ラムラム王            武井武雄

にんげんのおへそ         高峰秀子
夜離れ              乃南アサ

父と暮せば           井上ひさし

仰天旅行             景山民夫

新世界 4 th         長野まゆみ

月
]君:懲

4鬱

作者は、大正末期のこ

ろ「子供之友」や「コド

モノクニ」にユニークな

幼年童話や童謡を書いて

いました。50年以上たっ

た現在もその作品は新鮮

で、明るさと暖かさとユ

ーモアに満ちています。

〕

だ ょ り
国 書 黛

と   き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

消費生活相談
毎週月・水・金曜日
午前8時半～午後5時

商工観光課
消費生活に関

衷穐藝垣ぞ霜談員)
商工観光課
8⑬4111内線211

社会保険相談
8月 28日 ①
午前10時～午後 3時 商工会議所

社套災珍泉雑基戻湊彗務所職員) 絵昇
米特禽窃幹買

行 政 相 談
8月 20日 い
午前10時～正午

サンコア
2階談話室 暮党徐呈≧雀笹蓑将桜藉象裏賃)

企画課
804111内線152

求 職 相 談 軍課絲l午後4時 商工観光課 騒売祭ネA誦
求`☆轟望霜霰貿干

商工観光課
a04111内線212

無料法律相談
8月 19日い
午後 1時半～ 4時

サンコア
1階和室 竃繁■霜繋豚姜

家庭の要雰塞こ)
総務課
8⑬41

(予約も)
1内線1311

人 権 相 談
8月 19日曲
午前10時～午後 3時

サンコア
1階和室

いじめ、差別、近隣とのもめごと
など     (人 権擁護委員 )

総務課
a04111内線131

心配ごと相談
毎週木曜日
午後 1時～ 4時

総合福祉セ
ンター

いろいろな心ごと、悩みごとなど
(心配ごと相談員)

社会福祉協議会
8@3969

家庭児童相談
毎週月・火
午前 8時半

・木曜日
～午後 5時

福祉事務所
相談室

児童に関する
授象健電童相談員)

福祉事務所
8⑬4111内線224

教 育 相 談 軍翠目毒筆t牟覆:時
市教育委員
△
7ヽ

いじめ・不登校・学習進路などの

悩みや心配など  (教育相談員)
学校教育課
804111内線421

★子育て電話相談
☆教育相談電話

４

０

７

８

５

８

８

８
一　
一

３

２

５

５

全

ａ

(毎週火・木曜日 午前10時～午後 4時 )
☆福岡県教育ホットライン な 52-4949
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鴎
6月 の
人の動き

46,579人 (+坐人 )
22,273人 (+18人 )
24,306人 (+26人 )
14,128戸子 (+19戸三)

人 口
男

女

世帯数

6月 の
交通事故曇

発生件数  31件 (196件 )
負傷者数  37人 (245人 )
死亡者数   0人 ( 2人 )
※ ( )内は1月 から6月 までの累計です

鉾
6月の
火災・救急

出火件数   0件 ( 14件 )
火災損害  ″円 (8,624万円)
救急出動  107件 (581件 )
※ ( )内は1月 から6月 までの累計です

平成 10年 8月 1日

シ
リ
ー
ズ

・
は
ば
た
け
風
の
子
①
　
和
泉
幼
稚
園

具
に
育
て
ら
れ
育
ち
合
う
場
と
し
て

植
物
を
育
て
る
の
が
好
き
で
す
。

園
庭
の
夏
ミ
カ
ン
は
毎
年
園
児
の
数
以
上
に

実
り
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
に
し
な
が
ら
こ

の
木
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
木

に
は
鳩
の
マ
イ
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
時
々
庭
に
も

降
り
、
錐
を
つ
い
ば
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

６
月
に
は
、
園
庭
の
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り
、

ま
ま
ご
と
ハ
ウ
ス
の
補
修
や
塗
り
替
え
、
樹
木

の
剪
定
な
ど
を
保
護
者
の
ご
協
力
で
整
備
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
園
児
の
祖
父
手
作
り
の
木

製
ベ
ン
テ
設
置
、
保
護
者
や
職
員
で
の
植
栽
な

ど
、
清
潔
で
素
敵
な
園
庭
と
な
り
ま
し
た
。

両
親
の
汗
を
流
し
な
が
ら
の
作
業
姿
を
見
て

か
ら
か
、
子
ど
も
た
ち
の
労
作
す
る
心
が
養
わ

れ
た
の
か
、
園
庭
を
掃
い
て
い
る
と
手
伝
う
姿

も
見
ら
れ
、
両
親
の
汗
す
る
姿
の
教
育
力
の
強

さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

園
生
活
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
、
文

庫
で
、
保
育
室
で
、
園
庭
で
見
ら
れ
、
心
を
和

ま
せ
ら
れ
る
毎
日
で
す
。
是
非

一
度
訪
問
し
て

く
だ
さ
い
。

（執
筆
　
世
良
田
静
江
さ
ん
）

需
諄
攀
翠

ヽ
　

松
原
Ａ
▽
高
学
年

（
５
ｏ
６
年
）
①
下
妻

Ａ
②
古
島
Ａ
③
水
田
Ａ
、
羽
犬
塚
Ａ

（中
学
生
個
人
〕
①
下
川
純

一
郎
（筑
後
中
）
②
井
口

真

（同
）
③
淵
上
史
絵

（同
）
、
下
川
真
吾

（同
）

日
第

４３
回
筑
後
市
ジ
塁
一ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
７

月
２。
日
、
羽
犬
塚
小
ほ
か
）

〔高
学
年
の
部
〕
①
水
洗
ジ

ュ
ニ
ア
②
水
田
ジ

ュ
ニ

ア
③
古
島
ジ

ュ
ニ
ア
、
松
原
フ
ア
イ
タ
ー
ズ

〔低
学
年
の
部
〕
①
古
島
ジ

ュ
ニ
ア
②
水
洗
ジ

ュ
ニ

ア
③
筑
後
小
ジ

ュ
ニ
ア
、
松
原
フ
ア
イ
タ
ー
ズ

園
第
７４
回
シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会
成
績

（６
月
１５
日
）

Ａ
級
①
角
哲
男

（徳
久
）
②
山
浦
春
喜

（和
泉
東
）

③
宮
田
智

（熊
野
）
Ｂ
級
①
山
下
寛

（前
津
）
②
本

村
逸
夫

（長
浜
）
③
肥
後
橋
俊

（新
溝
）
Ｃ
級
①
坂

本
克
己

（和
泉
西
）
②
白
石
勝
恵

（
二
本
松
）
③
原

田
寛
司

（上
原
々
南
）

広
報
ち
く
ご

へ
の
ご
意
見
、
ヂ
」
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
課
広
報
統
計
係

（
奮
０

４
１
１
１
内
線
１
５
２
）
ヘ

昂

刷

　

的

〓
あ

瀬

印

刷

昭
和
２５
年
６
月
２８
日
が
県
か
ら
認
可
を
受
け

た
年
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
の
前

年
９
月
か
ら
の
開
園
で
す
の
で
、
今
年
は
５。
周

年
を
迎
え
ま
す
。

卒
園
生
は
２
７
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
創

立
当
時
は
２
０
０
坪
足
ら
ず
の
敷
地
に
礼
拝
堂

が
あ
り
、
そ
れ
を
保
育
室
兼
用
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
手
狭
で
、
入
園
希
望
者
を
常

に
断
り
続
け
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
１
３
０
０
坪
程
の
広
い
園
庭
と
ゆ

っ

た
り
と
し
た
保
育
室
に
な
り
、
園
庭
の
樹
木
の

下
で
の
遊
び
が
森
林
浴
を
兼
ね
て
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
元
年
に
学
校
法
人
共
育
学
園
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
共
育
学
園
と
は
、
親
も

子
も
保
育
者
も
共
に
育
ち
合
い
、
育
て
ら
れ
る

こ
と

へ
の
耕
い
を
こ
め
た
学
園
名
で
す
。

教
育
方
針
は
、
何
に
で
も
挑
戦
、
少
し
難
し

い
事

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
合
言
葉
に
し
て
い
ま

す
。園

で
は
動
物
の
飼
育
は
し
な
い
方
針
で
す
の

で
、
子
ど
も
た
ち
は
植
物

へ
の
関
心
が
深
く
、

▲保護者による遊具等の整備のようす
“園庭は、すっかりきれいに"

二

ｈ
と

よ
こ

琴

よ

百
♂

Ｅ

膵
ｒ

ｒ

市
ヽ
日
ｗ

ン
ｒ
」
、

に

≡′Ｆ

ｏ

愛 8月のこよみ
日 曜 行 事

1 土

奪繍離靱簸聟)

5 水 民生委員会◆農業委員会

6 木 平和を考える市民のつど
い◆広島平和記念日

8 土 クリーン作戦・花つくり
運動     (立 秋 )

9 日 長崎原爆記念日

10 月 道の日

14 金 久富盆綱曳き

15 土
馨季壱宮追悼
し平和を祈

21 金 行政区長会

23 日 (処暑)

25 火 水田天満宮千灯明祭

27 木 ナイターグラウンドゴル
フ大会

・北方領土返還運動全国強調月間

市 (県)民 税
第 2期

国民健康保険税
第 2期

め

の愛
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